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1. 本書の内容に関しては、将来予告無しに変更することがあります。 
2. 本取扱説明書の全部又は一部を無断で複製することはできません。 
3. 本書内に記載されている製品名等の固有名詞は各社の商標又は登録商標です。 
4. 本書内において、万一誤り、記載漏れなどお気付きのことがありましたらご連絡ください。 
5. 運用した結果の影響について、責任を一切負いかねます。 
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製品保証と注意事項 
 
 
「保証期間」 
 
本製品の保証期間は、ご購入日より 1 ヶ年とさせていただきます。 
 
「保証範囲」 
 
保証期間中に納入者側の責により故障を生じた場合は、納入者側において機器の修理または交換を行います。 
但し、保証期間内であっても、次に該当する場合は、保証対象から除外させていただきます。 
 

 需要者側の不適当な取り扱いならびに使用 
 故障の原因が納入者以外の事由による場合 
 外装部品の損傷 
 自然劣化・消耗部品 
 需要者側で改造・修理を行った場合 
 天災地変による場合 

 
尚、ここでいう保証は納入品単体の保障を意味するもので、納入品の故障により誘発される損害はご容赦いただき

ます。 
 
「修理」 
 
修理は全てｾﾝﾄﾞﾊﾞｯｸ方式で行います。現地での出張修理などは一切行いません。 
 
「電波障害自主規制について」 
 
本装置は米国通信規制「FCC 第 15 条補足 J」による計算機器制約条件に適合しております。商業環境での使用に

おいて妥当な保護措置がなされています。しかし、住宅地域でのご使用は妨害（ﾗｼﾞｵ･ﾃﾚﾋﾞなどの受信障害）が起こ

ることがあります。 
 
「TELEC 電波法」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「その他」 
 
● 納入品の価格には、ｻｰﾋﾞｽ費用は一切含んでおりません。 
 

■ 電波に関する注意 ■ 
● 本製品の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業・科学・医療機器のほか工場の製造 
 ライン等で使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）及び特 
 定小電力無線局（免許を要しない無線局）が運用されています。 
 1. 本製品を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力無線局が運 
 用されていないことを確認してください。 
 2. 万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合 
 は、速やかに使用場所を変更するか、電波の発射を停止してください。 
● 本製品は、電波法に基づく小電力データ通信システムの無線局の端末設備として、技 
  術適合証明を受けています。本製品の分解/改造は違法となります。 
● 交通機関内や医療機関内などでは、本製品のご使用はお控えください。 
 電子機器や心臓ペースメーカーなどへの影響の可能性もあるため、ご利用に関しては 
 各交通機関及び各医療機関の案内及び指示に従ってください。 

2.4  FH  1

2.4GHz帯を使用する無線設備であることを表します。

変調方式が 「FH-SS方式」であることを表します。

想定される与干渉距離が１０ｍ以下であることを表します。

全帯域を使用し、移動体識別装置の帯域を回避不可能であることを表します。

■ 電波の種類と干渉距離 ■ 
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安全上の注意 
 

 ご使用の前に本書をお読みになり、正しく安全にご使用ください。 
 本書は、いつでも見られる場所に大切に保管してください。 
 

  
使用上の注意 

 ﾚｰｻﾞ照射窓を覗いたり、ﾚｰｻﾞﾋﾞｰﾑを直視することは絶対にしないでください。 
 分解・改造しないでください。発熱・火災・けがの原因となります。 
 ｶﾞｽ・火薬など可燃性物質が発生する場所での使用はしないでください。破裂・発火・火災の原因となります。 
 衝撃を与えたり、落としたり、本機の上に物を置いたりしないでください。 
 小児の手の届くところに置いたり、使用させないでください。 
 雨や水などがかかる場所で使用しないでください。 
 ｽﾄﾗｯﾌﾟを持って振り回したりしないでください。破損やけがの原因となります。 
 炎天下の車内や冷凍庫など高温・低温になる場所には放置しないでください。 
 湿度の高い場所や誇りの多い場所には放置しないでください。 
 使用温度範囲内で使用してください。 
 静電気の起こりやすい場所やﾃﾚﾋﾞなどの磁気を発生する機器のそばには置かないでください。 
 安定しない場所に放置、保管しないでください。 
 低温の場所から高温の場所へ移動すると、結露が発生する恐れがあります。結露が発生した場合は、水滴が完

全に蒸発するまで、本機をしようしないでください。 
 本機のｸﾘｰﾆﾝｸﾞは、柔らかい布で軽くからぶきするか、中性洗剤に浸した柔らかい布をよく絞ってから軽く拭

いてください。 
 
充電池および充電器・充電に関する注意（前項目に加え、下記の事項に注意ください） 
 付属の AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ以外は、絶対に使用しないでください。発熱・火災・けがの原因となります。 
 異物を入れないでください。ｼｮｰﾄや発熱により、火災・感電の恐れがあります。 
 AC ﾌﾟﾗｸﾞや電源ｺｰﾄﾞを引っ張ったり、ねじったり、負荷をかけたり、加工したりしないでください。火災・感

電の原因となります。 
 AC ﾌﾟﾗｸﾞや電源ｺｰﾄﾞが傷んだ場合は、すぐに新しいものと交換してください。火災・感電の原因となります。 
 濡れた手で電源の抜き差しを行わないでください。感電の原因となります。 
 充電は、必ず 0~40℃の温度範囲で行ってください。 
 指定以外の充電池を使用しないでください。 
 充電池は、ﾃﾞﾊﾞｲｽから取り外し、金属などがない 0~40℃の温度範囲の場所に保管してください。 
 充電池を充電しても動作時間が短い場合は、充電池の寿命です。新しい充電池をお求めください。 
 ご不要になった充電池を廃棄する場合は、各自治体の条例に従い、正しく処理してください。 
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1. はじめに 
この度は、弊社 diBar Watch ｼﾘｰｽﾞ(以下、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ)をお買い上げいただきありがとうございます。 
本書は、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞのﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定を行うために用意された別冊ｶﾞｲﾄﾞです。基本的な導入方法に関しては、製品に

同梱されている導入ｶﾞｲﾄﾞを参照ください。 
 
本書に掲載しているｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞを読み取ることで、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞのｲﾝﾀｰﾌｪｲｽや読み取りに関するﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定が行え

ます。設定されたﾊﾟﾗﾒｰﾀは、不揮発性ﾒﾓﾘに保存されるため、電源をｵﾌにして設定が消えることはありません。 
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2. ｼｽﾃﾑｺﾏﾝﾄﾞ 
ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 

* . . *  

設定開始 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、設定ﾓｰﾄﾞに入ります。 

* + - *  

設定終了 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ変更内容を保存し、設

定ﾓｰﾄﾞを終了します。 

* - - *  

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、全ﾊﾟﾗﾒｰﾀを工場出荷時の値に

ﾘｾｯﾄします。 

* + + *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ変更内容を元の状態に

戻します。続けて、｢設定終了｣をｽｷｬﾝすることで、元の状態

のまま、設定ﾓｰﾄﾞを終了することができます。 

* % / *  

ﾌｧｰﾑｳｪｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾌｧｰﾑｳｪｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝを出力します。 

* K E 9 5 *  

ｶｽﾀﾏﾃﾞｨﾌｫﾙﾄとして保存 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ変更内容をｶｽﾀﾏﾃﾞｨﾌｫﾙ

ﾄして保存します。 

* K E 9 4 *  

ｶｽﾀﾏﾃﾞｨﾌｫﾙﾄでﾘｾｯﾄ 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ｶｽﾀﾏﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値でﾘｾｯﾄします。 

* C S 9 9 *  

ﾆｯｸﾈｰﾑを設定 1 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、6 桁~10 桁のｺｰﾄﾞ 39 でｴﾝｺｰﾄﾞ

されたﾊﾞｰｺｰﾄﾞを読み取ると、そのﾊﾞｰｺｰﾄﾞの内容が、ﾆｯｸﾈｰ

ﾑとして、ﾌﾗｯｼｭ ROM に保存されます。 
ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、0000000000 です。 

* W N A D 8 1 *  

Ultra Scan ﾃﾞｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ ｵﾝ(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、Ultra Scan ﾃﾞｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞがｵﾝ

になります。 

* W N A D 8 4 *  

Ultra Scan ﾃﾞｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ ｵﾌ 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、Ultra Scan ﾃﾞｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞがｵﾌ

になります。 

* W N 5 5 2 8 *  

ｱｳﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｯｸ･ﾛｰ/ﾊｲﾚｼｵﾓｰﾄﾞ ｵﾌ(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾛｰﾚｼｵﾓｰﾄﾞがｵﾌになります。 

* W N 5 5 3 8 *  

ｱｳﾄｵﾌﾞｽﾍﾟｯｸ･ﾛｰ/ﾊｲﾚｼｵﾓｰﾄﾞ ｵﾝ 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾛｰﾚｼｵﾓｰﾄﾞがｵﾝになります。 

* U S B D *  

USB ﾌｧｰﾑｳｪｱｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄﾓｰﾄﾞ 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、USB ﾌｧｰﾑｳｪｱｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄﾓｰﾄﾞに移

行します。 

* U S B U *  

USB ﾌｧｰﾑｳｪｱｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄﾓｰﾄﾞ(ﾄﾞﾝｸﾞﾙ) 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾄﾞﾝｸﾞﾙﾌｧｰﾑｳｪｱｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄﾓｰﾄﾞ(ﾎ

ｽﾄﾓｰﾄﾞ)に移行します。 

 

1 ﾆｯｸﾈｰﾑは、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞの個体識別などに利用できます。ｼﾘｱﾙ番号などを登録しておき、ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞを使用して、その値を取得します。 
また、ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞを使用することで、1 桁~10 桁のﾆｯｸﾈｰﾑを設定することも可能です。詳しくは、｢補足 C ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ｣を参照ください。 

pg. 8 
Copyright © 2014 

                         
 



diBar Watch Series 

3. ｸｲｯｸｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝ 
Blueooth HID 接続 iOS/Android ﾓｰﾄﾞ(ﾊﾟｽｷｰ無し) 

上から順番に読み取ってください。 

* . . *  
設定開始 

* - - *  
全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* B C 0 H *  
Bluetooth HID 

* B C 0 I *  
Bluetooth HID ｽﾏｰﾄﾌｫﾝﾓｰﾄﾞ(iOS/Android) 

* B C 3 7 *  
SSP 有効(ﾊﾟｽｷｰ無し) 

* B C 0 K *  

ｿﾌﾄｷｰﾎﾞｰﾄﾞ制御有効 
ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ 1 ｸﾘｯｸでｿﾌﾄｷｰﾎﾞｰﾄﾞ表示/非表示切り替え 

* K E 9 7 *  
USB-HID 

* K L 1 5 *  
日本語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

* + - *  
設定終了 

 Bluetooth 接続をしていない状態で、USB ｹｰﾌﾞﾙを接続すると、USB-HID ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾀｲﾌﾟのﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞとして

動作します。 
 F1 ｷｰ長押しで、ﾊﾞｯﾁﾓｰﾄﾞで切り替え可能です。(ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰが有効な場合) 
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Blueooth HID 接続 PC ﾓｰﾄﾞ(ﾊﾟｽｷｰ無し) 
上から順番に読み取ってください。 

* . . *  
設定開始 

* - - *  
全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* B C 0 H *  
Bluetooth HID 

* B C 3 7 *  
SSP 有効(ﾊﾟｽｷｰ無し) 

* K E 9 7 *  
USB-HID 

* K L 1 5 *  
日本語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

* + - *  
設定終了 

 Bluetooth 接続をしていない状態で、USB ｹｰﾌﾞﾙを接続すると、USB-HID ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾀｲﾌﾟのﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞとして

動作します。 
 F1 ｷｰ長押しで、ﾊﾞｯﾁﾓｰﾄﾞで切り替え可能です。(ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰが有効な場合) 
 
 

Bluetooth SPP ｽﾚｰﾌﾞ接続(ﾊﾟｽｷｰ無し) 
上から順番に読み取ってください。 

* . . *  
設定開始 

* - - *  
全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* B C 0 2 *  
Bluetooth SPP ｽﾚｰﾌﾞ 

* B C 3 7 *  
SSP 有効(ﾊﾟｽｷｰ無し) 

* K E 9 7 *  
USB-HID 

* K L 1 5 *  
日本語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

* + - *  
設定終了 

 Bluetooth 接続をしていない状態で、USB ｹｰﾌﾞﾙを接続すると、USB-HID ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾀｲﾌﾟのﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞとして

動作します。 
 F1 ｷｰ長押しで、ﾊﾞｯﾁﾓｰﾄﾞで切り替え可能です。(ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰが有効な場合) 
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ﾍｯﾀﾞ無し/ﾀｰﾐﾈｰﾀ 無し 
上から順番に読み取ってください。 

* . . *  
設定開始 

* D T 0 1 *  
ﾀｰﾐﾈｰﾀ無し 

* + - *  
設定終了 

 
 

ﾍｯﾀﾞ無し/ﾀｰﾐﾈｰﾀ ENTER 
上から順番に読み取ってください。 

* . . *  
設定開始 

* D T 0 2 *  
ﾀｰﾐﾈｰﾀ CR 

* + - *  
設定終了 

 
 

ﾍｯﾀﾞ無し/ﾀｰﾐﾈｰﾀ TAB 
上から順番に読み取ってください。 

* . . *  
設定開始 

* D T 0 3 *  
ﾀｰﾐﾈｰﾀ TAB 

* + - *  
設定終了 

 
 

ﾍｯﾀﾞ無し/ﾀｰﾐﾈｰﾀ CR/LF 
上から順番に読み取ってください。 

* . . *  
設定開始 

* D T 1 2 *  
ﾀｰﾐﾈｰﾀ CR/LF 

* + - *  
設定終了 

 
 
 
ﾃﾞｰﾀ送信ﾌｫｰﾏｯﾄ 
 

ﾍｯﾀﾞ ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ｺｰﾄﾞ ID 桁数(2 桁) 読取ﾃﾞｰﾀ ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ ﾀｰﾐﾈｰﾀ 
 
ﾍｯﾀﾞ/ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｺｰﾄﾞ ID/桁数/ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ/ﾀｰﾐﾈｰﾀは、何れも送信無しに設定することも可能です。 
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4. USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾓｰﾄﾞ切り替え 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* B U 2 2 *  
USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ無効(無線通信のみ有効)  

* B U 2 3 *  
USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ有効(USB ｹｰﾌﾞﾙ接続で有効) ■ 

* B U 2 4 *  
無線通信無効(USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽのみ使用可能)  

 
 

5. ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｵﾌﾟｼｮﾝ 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* K L 0 1 *  
英語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ ■ 

* K L 1 5 *  
日本語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ  

* C P 0 0 *  
CAPS ﾛｯｸｵﾝ  

* C P 0 1 *  
CAPS ﾛｯｸｵﾌ ■ 

* C P 0 5 *  
ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ有効 ■ 

* C P 0 6 *  
ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ無効  

* C P 1 8 *  
数字のﾃﾝｷｰ送信有効  

* C P 1 9 *  
数字のﾃﾝｷｰ送信有効 ■ 

 
 

6. ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾎﾞﾀﾝ 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* F K 0 1 *  
ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾎﾞﾀﾝ有効 ■ 

* F K 0 0 *  
ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾎﾞﾀﾝ無効  
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7. 一般動作に関するﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
7.1. ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾋﾞｰﾌﾟの音色 

設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* G R 0 5 *  
無音(ﾋﾞｰﾌﾟ無し) (*)低･中･高音設定で復帰します。  

* G R 0 2 *  
低音  

* G R 0 1 *  
中音  

* G R 0 3 *  
高音 ■ 

 
 

7.2. ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾋﾞｰﾌﾟの長さ 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* G R 1 3 *  
5 ﾐﾘ秒  

* G R 1 2 *  
20 ﾐﾘ秒  

* G R 1 1 *  
50 ﾐﾘ秒 ■ 

* G R 1 0 *  
100 ﾐﾘ秒  

* G R 1 4 *  
200 ﾐﾘ秒  

* G R 1 5 *  
500 ﾐﾘ秒  
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7.3. ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾋﾞｰﾌﾟ&ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞ LED の出力ﾀｲﾐﾝｸﾞ 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* L B 0 0 *  
ﾃﾞｰﾀ送信後 ■ 

* L B 0 1 *  
ﾃﾞｰﾀ送信前  

 
 

7.4. ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* V B 0 0 *  
ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ無し  ■ 

* V B 0 1 *  
ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ有り/ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾋﾞｰﾌﾟ無し  

* V B 0 2 *  
ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ有り/ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾋﾞｰﾌﾟ有り  
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7.5. ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝﾀｲﾏｰ 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* V B 1 0 *  
100 ﾐﾘ秒  

* V B 1 1 *  
200 ﾐﾘ秒 ■ 

* V B 1 2 *  
300 ﾐﾘ秒  

* V B 1 3 *  
400 ﾐﾘ秒  

* V B 1 4 *  
500 ﾐﾘ秒  

* V B 1 5 *  
1 秒  

 
 

7.6. ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟﾋﾞｰﾌﾟ 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* L B 0 4 *  
無し  

* L B 0 3 *  
有り ■ 

 
 

7.7. ﾘﾝｸﾋﾞｰﾌﾟ 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* B T 2 3 *  
無し  

* B T 2 4 *  
有り ■ 
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7.8. ﾊﾟﾜｰｵﾌﾀｲﾏｰ 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* B T 0 0 *  
5 分  

* B T 0 1 *  
10 分  

* B T 0 2 *  
20 分 ■ 

* B T 0 3 *  
30 分  

* B T 1 0 *  
1 時間  

* B T 1 6 *  
2 時間  

* B T 1 7 *  
4 時間  

* B T 1 8 *  
6 時間  

* B T 1 9 *  
8 時間  

* B T 1 2 *  
常時ｵﾝ  

※ USB ｹｰﾌﾞﾙが接続されているなど、電源供給が行われている場合は、電源はｵﾌになりません。 
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8. 読み取り動作に関するﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
8.1. 読み取りﾓｰﾄﾞ 

設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* S M 0 1 *  

ﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞ 
ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押している間、ｽｷｬﾝを試みます。ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読み取

りに成功するか、ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを離すと、ｽｷｬﾝを終了します。 
■ 

* S M 0 2 *  

ｵｰﾄｽｷｬﾝﾓｰﾄﾞ 
常にｽｷｬﾝを試みます。ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読み取りが、ﾌﾗｯｼﾝｸﾞﾓｰﾄﾞ移行

ﾀｲﾏｰ内にﾊﾞｰｺｰﾄﾞが読み取られない場合は、ﾌﾗｯｼｭﾝｸﾞﾓｰﾄﾞに移

行します。 

 

* S M 0 4 *  

ｵﾙﾀｰﾈｲﾄﾓ-ﾄﾞ 
ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを一度押すと、ｽｷｬﾝﾓｰﾄﾞとなり、再度ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押す

と、ｽｷｬﾝを終了します。 
 

* S M 1 2 *  

ｵｰﾄｾﾝｽﾓｰﾄﾞ 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを検知すると、ﾋﾞｰﾑを照射して、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

 

 
 

8.2. ｵｰﾄｾﾝｽﾓｰﾄﾞ感度 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* L S 1 0 *  
感度 5(最高) ■ 

* L S 1 8 *  
感度 4  

* L S 1 9 *  
感度 3  

* L S 1 A *  
感度 2  

* L S 1 B *  
感度 1(最低)  
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8.3. ｵｰﾄｾﾝｽﾓｰﾄﾞ読取ﾀｲﾏｰ 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* W N E 7 0 1 *  
1 秒  

* W N E 7 0 3 *  
3 秒 ■ 

* W N E 7 0 5 *  
5 秒  

 
 

8.4. ﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞ読み取りﾀｲﾏｰ 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* T R 0 0 *  
ﾄﾘｶﾞを押している間(ﾚｰｻﾞﾓｰﾄﾞ) ■ 

* T R 0 1 *  
1 秒  

* T R 0 2 *  
2 秒  

* T R 0 3 *  
3 秒  

* T R 0 4 *  
4 秒  

* T R 0 5 *  
5 秒  

* T R 0 6 *  
6 秒  

* T R 0 7 *  
7 秒  

* T R 0 8 *  
8 秒  

* T R 0 9 *  
9 秒  

* T R 1 0 *  
10 秒  
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8.5. 同一ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み取り防止ﾀｲﾏｰ 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
50 ﾐﾘ秒 

* S D 0 1 *  

100 ﾐﾘ秒 

* S D 0 2 *  

200 ﾐﾘ秒 

* S D 0 3 *  
300 ﾐﾘ秒 

* S D 0 4 *  

400 ﾐﾘ秒 

* S D 0 5 *  

500 ﾐﾘ秒 (■) 

* S D 0 6 *  
600 ﾐﾘ秒 

* S D 0 7 *  

700 ﾐﾘ秒 

* S D 0 8 *  

800 ﾐﾘ秒 

* S D 0 9 *  
1 秒 

* S D 1 1 *  

1.5 秒 

* S D 1 3 *  

2 秒 

* S D 1 4 *  
2.5 秒 

* S D 1 5 *  

3 秒 

* S D 1 6 *  

3.5 秒 

* S D 1 7 *  
4 秒 

* S D 1 8 *  

4.5 秒 

* S D 1 9 *  

5 秒 

* S D 2 0 *  
無限 

* S D 1 2 *  
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9. 無線ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽに関するﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
9.1.専用ﾄﾞﾝｸﾞﾙｵﾌﾟｼｮﾝ 

設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* B C 0 3 *  
ﾄﾞﾝｸﾞﾙﾎｽﾄﾓｰﾄﾞ  

* B C 0 5 *  
ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞﾛｯｸ無し  

* B C 0 6 *  
ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞﾛｯｸ有り  

* B C 0 7 *  
ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ解除  

 
 

9.2. Bluetooth ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* B C 0 H *  
HID ﾓｰﾄﾞ ■ 

* B C 0 I *  

iOS ﾓｰﾄﾞ 
iOS との接続の場合、HID ﾓｰﾄﾞに続けてｽｷｬﾝします。 

 

* B C 0 1 *  

SPP ﾏｽﾀｰ 
ｽﾚｰﾌﾞﾃﾞﾊﾞｲｽの BD ｱﾄﾞﾚｽは、ｺｰﾄﾞ 39 で｢BxxxxxxxxxxxxT｣ﾌｫ

ｰﾏｯﾄにて作成してｽｷｬﾝするか、｢5.2. BD ｱﾄﾞﾚｽ｣で設定します。 
PIN ｺｰﾄﾞは、｢5.3. PIN ｺｰﾄﾞ｣で設定します。 

 

* B C 2 4 *  

SPP ﾏｽﾀｰ接続開始 
設定されたｽﾚｰﾌﾞﾃﾞﾊﾞｲｽとの接続を開始します。 

 

* B C 0 2 *  
SPP ｽﾚｰﾌﾞ  

 
 

9.3. BD ｱﾄﾞﾚｽ 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* B C 0 8 *  

BD ｱﾄﾞﾚｽ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けてﾌﾙｱｽｷｰﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表(本書 
補足 B)で BD ｱﾄﾞﾚｽをｽｷｬﾝし、最後に確定ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。 
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9.4. PIN ｺｰﾄﾞ 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* B C 0 9 *  

PIN ｺｰﾄﾞ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

4~8 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に設定終了ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

例えば、1234 に設定したい場合は、｢設定開始｣｢PIN ｺｰﾄﾞ｣｢1｣

｢2｣｢3｣｢4｣｢確定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

 

* B C 0 7 *  

PIN ｺｰﾄﾞｸﾘｱ 
PIN ｺｰﾄﾞをｸﾘｱします。 

 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

* 0 *  

1 

* 1 *  
2 

* 2 *  

3 

* 3 *  
4 

* 4 *  

5 

* 5 *  
6 

* 6 *  

7 

* 7 *  
8 

* 8 *  

9 

* 9 *  
確定 

* S E T *  
 
 

9.5. ﾃﾞﾊﾞｲｽﾈｰﾑ 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* D E V S *  

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾈ-ﾑ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けてﾌﾙｱｽｷｰﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表(本書 
補足 B)でﾃﾞﾊﾞｲｽﾈｰﾑをｽｷｬﾝし、最後に確定ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬ

ﾝします。 

diBar 

* D E V D *  

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾈ-ﾑﾘｾｯﾄ 
ﾃﾞﾊﾞｲｽﾈｰﾑを初期値にﾘｾｯﾄします。 
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9.6. SSP(Secure Simple Pairing) 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* B C 3 7 *  

SSP 有効 
SSP を有効にすると、iOS ﾃﾞﾊﾞｲｽと PIN ｺｰﾄﾞ無しでｼﾝﾌﾟﾙで安

全なﾍﾟｱﾘﾝｸﾞを行うことができます。 
■ 

* B C 3 8 *  

SSP 無効 
SSP を無効にします。 

 

 
 

9.7. ｿﾌﾄｳｪｱｷｰﾎﾞｰﾄﾞ切り替え 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* B C 0 K *  

ｿﾌﾄｳｪｱｷｰﾎﾞｰﾄﾞ制御ｵﾝ 
iOS で表示されるｿﾌﾄｳｪｱｷｰﾎﾞｰﾄﾞ表示を制御します。 

 

* V K B D *  

ｿﾌﾄｳｪｱｷｰﾎﾞｰﾄﾞ表示･非表示切り替え 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ｿﾌﾄｳｪｱｷｰﾎﾞｰﾄﾞを表示又は非

表示にします。 
 

 
 

9.8. 暗号化 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* B C 1 4 *  
暗号化ｵﾝ ■ 

* B C 1 5 *  
暗号化ｵﾌ  
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9.9. ﾃﾞﾊﾞｲｽ検知 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* B C 1 0 *  
ﾃﾞﾊﾞｲｽ検知ｵﾝ ■ 

* B C 1 1 *  
ﾃﾞﾊﾞｲｽ検知ｵﾌ  

* B T 2 5 *  
ﾃﾞﾊﾞｲｽ+BD ｱﾄﾞﾚｽ表示ｵﾝ ■ 

* B T 2 6 *  
ﾃﾞﾊﾞｲｽ+BD ｱﾄﾞﾚｽ表示ｵﾌ  

 
 

9.10. 通信圏外ﾊﾞｯﾌｧ 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* B C 1 6 *  
通信圏外ﾊﾞｯﾌｧ無し ■ 

* B C 1 7 *  
通信圏外ﾊﾞｯﾌｧ有り  

 
 

9.11. ﾃﾞｰﾀ送信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* B D 3 0 *  
標準(無手順) ■ 

* B D 3 1 *  
ACK/NAK  
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9.12. ﾃﾞｰﾀ送信ﾀｲﾑｱｳﾄ 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* B D 0 3 *  
ﾀｲﾑｱｳﾄ 3 秒  

* B D 0 5 *  
ﾀｲﾑｱｳﾄ 5 秒 ■ 

* B D 0 8 *  
ﾀｲﾑｱｳﾄ 8 秒  

* B D 1 0 *  
ﾀｲﾑｱｳﾄ 10 秒  

* B D 1 3 *  
ﾀｲﾑｱｳﾄ 13 秒  

* B D 1 6 *  
ﾀｲﾑｱｳﾄ 16 秒  

* B D 2 0 *  
ﾀｲﾑｱｳﾄ 20 秒  

 
 

9.13. ｱｲﾄﾞﾙﾓｰﾄﾞ 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* B T 1 4 *  
ｱｲﾄﾞﾙﾓｰﾄﾞ有効 ■ 

* B T 1 5 *  
ｱｲﾄﾞﾙﾓｰﾄﾞ無効  

 
 

9.14. 通信圏外ﾊﾞｯﾌｧ 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* B C 1 7 *  
通信圏外ﾊﾞｯﾌｧ機能有効  

* B C 1 6 *  
通信圏外ﾊﾞｯﾌｧ機能無効 ■ 
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10. ﾊﾞｯﾁﾓｰﾄﾞに関する設定 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* B C 1 8 *  
ﾊﾞｯﾁﾓｰﾄﾞ  

* B C 2 0 *  

ﾊﾞｯﾁﾃﾞｰﾀ送信 
左のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、1 秒以上ﾄﾘｶﾞｷｰを押すと、ﾊﾞｯﾁﾃﾞｰ

ﾀｱが送信されます。 
 

* B C 2 1 *  

ﾊﾞｯﾁﾃﾞｰﾀ自動削除有効 
ﾊﾞｯﾁﾃﾞｰﾀ送信後、自動的に削除します。 

 

* B C 2 2 *  
ﾊﾞｯﾁﾃﾞｰﾀ自動削除無効 ■ 

* B C 3 6 *  
ﾊﾞｯﾁﾃﾞｰﾀ送信ﾋﾞｰﾌﾟ有り ■ 

* B C 3 5 *  
ﾊﾞｯﾁﾃﾞｰﾀ送信ﾋﾞｰﾌﾟ無し  
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11. USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽに関する設定 
11.1. USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾀｲﾌﾟ 

設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* K E 8 7 *  
USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ(USB-COM)  

* K E 9 7 *  
USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ(USB-HID) ■ 

 
✔USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM(USB-COM)ﾄﾞﾗｲﾊﾞ(INF ﾌｧｲﾙ)は、弊社 WEB ｻｲﾄ www.e-welcom.com よりﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしていただ

けます。 
 
 

11.2. USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM ｵﾌﾟｼｮﾝ 
11.2.1. ﾍｯﾀﾞ/ﾀｰﾐﾈｰﾀ 

設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* D T 1 1 *  

ﾍｯﾀﾞ 無し 
ﾀｰﾐﾈｰﾀ 無し 

 

* D T 1 2 *  

ﾍｯﾀﾞ 無し 
ﾀｰﾐﾈｰﾀ <CR><LF> 

 

* D T 1 3 *  

ﾍｯﾀﾞ 無し 
ﾀｰﾐﾈｰﾀ <CR> 

■ 

* D T 1 4 *  

ﾍｯﾀﾞ 無し 
ﾀｰﾐﾈｰﾀ <LF> 

 

* D T 1 5 *  

ﾍｯﾀﾞ 無し 
ﾀｰﾐﾈｰﾀ <TAB> 

 

* D T 1 6 *  

ﾍｯﾀﾞ <STX> 
ﾀｰﾐﾈｰﾀ <ETX> 

 

* D T 1 7 *  

ﾍｯﾀﾞ 無し 
ﾀｰﾐﾈｰﾀ <EOT> 

 

 
ﾃﾞｰﾀ送信ﾌｫｰﾏｯﾄ 
 

ﾍｯﾀﾞ ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ｺｰﾄﾞ ID 桁数(2 桁) 読取ﾃﾞｰﾀ ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ ﾀｰﾐﾈｰﾀ 
 
ﾍｯﾀﾞ/ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｺｰﾄﾞ ID/桁数/ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ/ﾀｰﾐﾈｰﾀは、何れも送信無しに設定することも可能です。 
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11.3. USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｵﾌﾟｼｮﾝ 
11.3.1. ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ 

設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* K L 0 0 *  
ALT ﾓｰﾄﾞ  

* K L 0 1 *  
英語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ(101/104 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ) ■ 

* K L 1 5 *  
日本語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ(106/109 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ)  

 
 

11.3.2. CAPS ﾛｯｸ 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* C P 0 0 *  
CAPS ﾛｯｸ ｵﾝ  

* C P 0 1 *  
CAPS ﾛｯｸ ｵﾌ ■ 
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11.3.3. ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* C P 0 6 *  
無し ■ 

* C P 0 5 *  
有り  

 
 

11.3.4. 数字ﾃﾞｰﾀ送信方法 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* C P 1 8 *  
ﾌﾙｷｰﾎﾞｰﾄﾞ送信 ■ 

* C P 1 9 *  
ﾃﾝｷｰﾎﾞｰﾄﾞ送信  

 
 

11.3.5. ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ大文字/小文字変換送信 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* C P 2 0 *  
無し ■ 

* C P 2 1 *  
全て大文字に変換  

* C P 2 2 *  
全て小文字に変換  
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11.3.6. ﾍｯﾀﾞ/ﾀｰﾐﾈｰﾀ 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* D T 0 1 *  

ﾍｯﾀﾞ 無し 
ﾀｰﾐﾈｰﾀ 無し 

 

* D T 0 2 *  

ﾍｯﾀﾞ 無し 
ﾀｰﾐﾈｰﾀ Enter ｷｰ 

■ 

* D T 0 3 *  

ﾍｯﾀﾞ 無し 
ﾀｰﾐﾈｰﾀ TAB ｷｰ 

 

 
ﾃﾞｰﾀ送信ﾌｫｰﾏｯﾄ 
 

ﾍｯﾀﾞ ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ｺｰﾄﾞ ID 桁数(2 桁) 読取ﾃﾞｰﾀ ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ ﾀｰﾐﾈｰﾀ 
 
ﾍｯﾀﾞ/ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｺｰﾄﾞ ID/桁数/ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ/ﾀｰﾐﾈｰﾀは、何れも送信無しに設定することも可能です。 
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12. ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙに関するﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
12.1. ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7) 

設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* R D 0 2 *  
読み取り無し  

* R C 0 2 *  
読み取り有り ■ 

* C B 0 5 *  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信無し  

* C B 0 6 *  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信有り ABCD/ABCD ■ 

* C B 0 7 *  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信有り DC1~DC4/DC1~DC4  

* C B 0 8 *  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信有り abcd/tn*e  

* C B 1 3 *  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査(mod 16)無し ■ 

* C B 1 4 *  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査(mod 16)有り, 送信無し  

* C B 1 5 *  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査(mod 16)有り, 送信有り  

* C B 1 1 *  
連結無し ■ 

* C B 1 2 *  
連結有り  

* D C 5 0 *  
照合回数 0 ■ 

* D C 5 1 *  
照合回数 1  

* D C 5 2 *  
照合回数 2  

* D C 5 3 *  
照合回数 3  

* W N 3 3 0 0 *  
追加ﾁｪｯｸ 無し ■ 

* W N 3 3 8 A *  
追加ﾁｪｯｸ 10 回  

* W N 3 3 9 4 *  
追加ﾁｪｯｸ 20 回  

* W N 3 3 B 2 *  
追加ﾁｪｯｸ 50 回  

* W N 3 3 E 4 *  
追加ﾁｪｯｸ 100 回  

 

pg. 30 
Copyright © 2014 



diBar Watch Series 

 

設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* C B 1 0 *  

読取最小桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に設定終了ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

設定範囲は 01~32 です。例えば、6 桁に設定したい場合は、｢設

定開始｣｢読取最小桁数｣｢0｣｢6｣｢確定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝ

します。 

6 

* C B 0 9 *  

読取最大桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に設定終了ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

設定範囲は 01~32 です。例えば、6 桁に設定したい場合は、｢設

定開始｣｢読取最大桁数｣｢3｣｢2｣｢確定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝ

します。 

32 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

* 0 *  

1 

* 1 *  
2 

* 2 *  

3 

* 3 *  
4 

* 4 *  

5 

* 5 *  
6 

* 6 *  

7 

* 7 *  
8 

* 8 *  

9 

* 9 *  
確定 

* S E T *  
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12.2. ｺｰﾄﾞ 39/ｺｰﾄﾞ 32(ｲﾀﾘｱﾌｧｰﾏｺｰﾄﾞ) 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* R D 0 1 *  
読み取り無し  

* R C 0 1 *  
読み取り有り ■ 

* R D 1 3 *  
ｺｰﾄﾞ 32(ｲﾀﾘｱﾌｧｰﾏｺｰﾄﾞ)読み取り無し ■ 

* R C 1 3 *  
ｺｰﾄﾞ 32(ｲﾀﾘｱﾌｧｰﾏｺｰﾄﾞ)読み取り有り  

* 3 9 0 1 *  
ﾌﾙｱｽｷｰ読み取り無し ■ 

* 3 9 0 2 *  
ﾌﾙｱｽｷｰ読み取り有り  

* 3 9 0 4 *  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信無し ■ 

* 3 9 0 3 *  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信有り  

* 3 9 0 7 *  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し ■ 

* 3 9 0 6 *  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り, 送信無し  

* 3 9 0 5 *  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り, 送信有り  

* 3 9 1 1 *  
連結無し ■ 

* 3 9 1 0 *  
連結有り  

* 3 9 1 3 *  
ｺｰﾄﾞ 32(ｲﾀﾘｱﾌｧｰﾏｺｰﾄﾞ)A 送信無し ■ 

* 3 9 1 2 *  
ｺｰﾄﾞ 32(ｲﾀﾘｱﾌｧｰﾏｺｰﾄﾞ)A 送信有り  

* D C 0 0 *  
照合回数 0 ■ 

* D C 0 1 *  
照合回数 1  

* D C 0 2 *  
照合回数 2  

* D C 0 3 *  
照合回数 3  
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設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* 3 9 0 9 *  

読取最小桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に設定終了ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

設定範囲は 01~32 です。例えば、3 桁に設定したい場合は、｢設

定開始｣｢読取最小桁数｣｢0｣｢3｣｢確定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝ

します。 

3 

* 3 9 0 8 *  

読取最大桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に設定終了ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

設定範囲は 01~32 です。例えば、6 桁に設定したい場合は、｢設

定開始｣｢読取最大桁数｣｢3｣｢2｣｢確定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝ

します。 

32 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

* 0 *  

1 

* 1 *  
2 

* 2 *  

3 

* 3 *  
4 

* 4 *  

5 

* 5 *  
6 

* 6 *  

7 

* 7 *  
8 

* 8 *  

9 

* 9 *  
確定 

* S E T *  
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12.3. ｺｰﾄﾞ 93 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* R D 0 8 *  
読み取り無し  

* R C 0 8 *  
読み取り有り ■ 

* 9 3 0 3 *  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し ■ 

* 9 3 0 4 *  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り, 送信無し  

* 9 3 0 5 *  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り, 送信有り  

* D C 3 0 *  
照合回数 0 ■ 

* D C 3 1 *  
照合回数 1  

* D C 3 2 *  
照合回数 2  

* D C 3 3 *  
照合回数 3  
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設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* 9 3 0 2 *  

読取最小桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に設定終了ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

設定範囲は 01~32 です。例えば、3 桁に設定したい場合は、｢設

定開始｣｢読取最小桁数｣｢0｣｢3｣｢確定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝ

します。 

3 

* 9 3 0 1 *  

読取最大桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に設定終了ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

設定範囲は 01~32 です。例えば、6 桁に設定したい場合は、｢設

定開始｣｢読取最大桁数｣｢3｣｢2｣｢確定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝ

します。 

32 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

* 0 *  

1 

* 1 *  
2 

* 2 *  

3 

* 3 *  
4 

* 4 *  

5 

* 5 *  
6 

* 6 *  

7 

* 7 *  
8 

* 8 *  

9 

* 9 *  
確定 

* S E T *  
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12.4. ｺｰﾄﾞ 128/GS1-128 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* R D 0 6 *  
読み取り無し  

* R C 0 6 *  
読み取り有り ■ 

* R D 1 0 *  
GS1-128 読み取り無し ■ 

* R C 1 0 *  
GS1-128 読み取り有り  

* 1 8 0 3 *  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し  

* 1 8 0 4 *  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り, 送信無し ■ 

* 1 8 0 5 *  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り, 送信有り  

* 1 8 0 2 *  
FNC2 連結無し ■ 

* 1 8 0 1 *  
FNC2 連結有り  

* D C 4 0 *  
照合回数 0 ■ 

* D C 4 1 *  
照合回数 1  

* D C 4 2 *  
照合回数 2  

* D C 4 3 *  
照合回数 3  

* W N 3 4 0 0 *  
追加ﾁｪｯｸ 無し ■ 

* W N 3 4 8 A *  
追加ﾁｪｯｸ 10 回  

* W N 3 4 9 4 *  
追加ﾁｪｯｸ 20 回  

* W N 3 4 B 2 *  
追加ﾁｪｯｸ 50 回  

* W N 3 4 E 4 *  
追加ﾁｪｯｸ 100 回  
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設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* 1 8 0 7 *  

読取最小桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に設定終了ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

設定範囲は 01~32 です。例えば、3 桁に設定したい場合は、｢設

定開始｣｢読取最小桁数｣｢0｣｢3｣｢確定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝ

します。 

3 

* 1 8 0 6 *  

読取最大桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に設定終了ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

設定範囲は 01~32 です。例えば、6 桁に設定したい場合は、｢設

定開始｣｢読取最大桁数｣｢3｣｢2｣｢確定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝ

します。 

32 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

* 0 *  

1 

* 1 *  
2 

* 2 *  

3 

* 3 *  
4 

* 4 *  

5 

* 5 *  
6 

* 6 *  

7 

* 7 *  
8 

* 8 *  

9 

* 9 *  
確定 

* S E T *  
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12.5. ﾁｬｲﾅﾎﾟｽﾄｺｰﾄﾞ 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* R D 0 5 *  
読み取り無し ■ 

* R C 0 5 *  
読み取り有り  

* S Z 0 3 *  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し ■ 

* S Z 0 5 *  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り, 送信無し  

* S Z 0 4 *  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り, 送信有り  

* D C 6 0 *  
照合回数 0 ■ 

* D C 6 1 *  
照合回数 1  

* D C 6 2 *  
照合回数 2  

* D C 6 3 *  
照合回数 3  
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設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* S Z 0 2 *  

読取最小桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に設定終了ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

設定範囲は 01~32 です。例えば、8 桁に設定したい場合は、｢設

定開始｣｢読取最小桁数｣｢0｣｢8｣｢確定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝ

します。 

8 

* S Z 0 1 *  

読取最大桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に設定終了ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

設定範囲は 01~32 です。例えば、6 桁に設定したい場合は、｢設

定開始｣｢読取最大桁数｣｢3｣｢2｣｢確定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝ

します。 

32 
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12.6. MSI/Plessey ｺｰﾄﾞ 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* R D 1 4 *  
読み取り無し ■ 

* R C 1 4 *  
読み取り有り  

* M S 0 4 *  
2 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し, 送信無し  

* M S 0 3 *  
2 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り, 送信無し ■ 

* M S 0 5 *  
2 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り, 第 1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄのみ送信有り  

* M S 0 6 *  
2 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り, 2 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し  

* M S 0 7 *  
1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り, 送信無し  

* M S 0 8 *  
1 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り, 送信有り  

* D C 7 0 *  
照合回数 0 ■ 

* D C 7 1 *  
照合回数 1  

* D C 7 2 *  
照合回数 2  

* D C 7 3 *  
照合回数 3  
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設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* M S 0 2 *  

読取最小桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に設定終了ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

設定範囲は 01~32 です。例えば、6 桁に設定したい場合は、｢設

定開始｣｢読取最小桁数｣｢0｣｢6｣｢確定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝ

します。 

6 

* M S 0 1 *  

読取最大桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に設定終了ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

設定範囲は 01~32 です。例えば、6 桁に設定したい場合は、｢設

定開始｣｢読取最大桁数｣｢3｣｢2｣｢確定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝ

します。 

32 
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12.7. ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* R D 0 4 *  
読み取り無し  

* R C 0 4 *  
読み取り有り ■ 

* I T 0 3 *  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し ■ 

* I T 0 4 *  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り, 送信無し  

* I T 0 5 *  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り, 送信有り  

* D C 8 0 *  
照合回数 0 ■ 

* D C 8 1 *  
照合回数 1  

* D C 8 2 *  
照合回数 2  

* D C 8 3 *  
照合回数 3  
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設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* I T 0 2 *  

読取最小桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に設定終了ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

設定範囲は 01~32 です。例えば、6 桁に設定したい場合は、｢設

定開始｣｢読取最小桁数｣｢0｣｢6｣｢確定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝ

します。 

6 

* I T 0 1 *  

読取最大桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に設定終了ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

設定範囲は 01~32 です。例えば、6 桁に設定したい場合は、｢設

定開始｣｢読取最大桁数｣｢3｣｢2｣｢確定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝ

します。 

32 

* I T 0 6 *  

固定桁数① 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に設定終了ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

設定範囲は 01~32 です。例えば、6 桁に設定したい場合は、｢設

定開始｣｢固定桁数①｣｢0｣｢6｣｢確定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝし

ます。無効にする場合は、00 を設定します。 

00 

* I T 0 7 *  

固定桁数② 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に設定終了ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

設定範囲は 01~32 です。例えば、6 桁に設定したい場合は、｢設

定開始｣｢固定桁数②｣｢3｣｢2｣｢確定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝし

ます。無効にする場合は、00 を設定します。 
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12.8. ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 2/5 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* R D 2 1 *  
読み取り無し ■ 

* R C 2 1 *  
読み取り有り  

* D 2 5 3 *  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査無し ■ 

* D 2 5 5 *  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り, 送信無し  

* D 2 5 4 *  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ検査有り, 送信有り  

* D 2 5 2 *  

読取最小桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に設定終了ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

設定範囲は 01~32 です。例えば、6 桁に設定したい場合は、｢設

定開始｣｢読取最小桁数｣｢0｣｢6｣｢確定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝ

します。 

6 

* D 2 5 1 *  

読取最大桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に設定終了ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

設定範囲は 01~32 です。例えば、6 桁に設定したい場合は、｢設

定開始｣｢読取最大桁数｣｢3｣｢2｣｢確定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝ

します。 

32 
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12.9. JAN/EAN/UPC 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* R D 0 3 *  
JAN/EAN/UPC 読み取り無し  

* R C 0 3 *  
JAN/EAN/UPC 読み取り有り ■ 

* U E 0 1 *  
JAN/EAN/UPC 全種読み取り有り ■ 

* U E 0 2 *  
JAN/EAN-8, JAN/EAN-13 読み取り有り  

* U E 0 3 *  
UPC-A, JAN/EAN-13 読み取り有り  

* U E 0 4 *  
UPC-A, UPC-E 読み取り有り  

* U E 0 5 *  
UPC-A 読み取り有り  

* U E 0 6 *  
UPC-E 読み取り有り  

* U E 0 7 *  
JAN/EAN-13 読み取り有り  

* U E 0 8 *  
JAN/EAN-8 読み取り有り  

* U E 0 9 *  
ｱﾄﾞｵﾝｺｰﾄﾞ読み取り無し ■ 

* U E 1 1 *  
ｱﾄﾞｵﾝ 2 ｺｰﾄﾞのみ読み取り有り  

* U E 1 0 *  
ｱﾄﾞｵﾝ 5 ｺｰﾄﾞのみ読み取り有り  

* U E 1 2 *  
ｱﾄﾞｵﾝ 2,5 ｺｰﾄﾞ両方読み取り有り  

* U E 3 2 *  
ｱﾄﾞｵﾝｺｰﾄﾞ必須(強制)読み取り無し ■ 

* U E 3 3 *  
ｱﾄﾞｵﾝｺｰﾄﾞ必須(強制)読み取り有り  

* U E 1 4 *  
UPC-E → UPC-A 変換無し ■ 

* U E 1 3 *  
UPC-E → UPC-A 変換有り  

* U E 1 6 *  
UPC-A → EAN-13 変換無し ■ 

* U E 1 5 *  
UPC-A → EAN-13 変換有り  

* U E 4 5 *  
EAN-8 → EAN-13 変換無し ■ 
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設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

* U E 4 4 *  
EAN-8 → EAN-13 変換有り  

* R D 1 1 *  
EAN → ISSN/ISBN 変換無し ■ 

* R C 1 1 *  
EAN → ISSN/ISBN 変換有り  

* U E 1 8 *  
UPC-A ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し  

* U E 1 7 *  
UPC-A ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り ■ 

* U E 2 2 *  
UPC-E ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し  

* U E 2 1 *  
UPC-E ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り ■ 

* U E 2 4 *  
JAN/EAN-8 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し  

* U E 2 3 *  
JAN/EAN-8 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り ■ 

* U E 2 6 *  
JAN/EAN-13 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し  

* U E 2 5 *  
JAN/EAN-13 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り ■ 

* U E 2 0 *  
UPC-E 先頭桁送信無し  

* U E 1 9 *  
UPC-E 先頭桁送信有り ■ 

* U E 2 8 *  
UPC-A 先頭桁送信無し  

* U E 2 7 *  
UPC-A 先頭桁送信有り ■ 

* U E 6 1 *  
EAN-13 先頭 0(ｶﾝﾄﾘｺｰﾄﾞ)送信無し ■ 

* U E 6 0 *  
EAN-13 先頭 0(ｶﾝﾄﾘｺｰﾄﾞ)送信有り  

* U E 3 1 *  
ｱﾄﾞｵﾝｺｰﾄﾞｾﾊﾟﾚｰﾀ送信無し ■ 

* U E 3 0 *  
ｱﾄﾞｵﾝｺｰﾄﾞｾﾊﾟﾚｰﾀ送信有り  

* U E 4 3 *  
新雑誌ｺｰﾄﾞ(491)ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り有り  
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12.10. COOP 2/5(NEC 2/5) 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* R D 1 2 *  
読み取り無し ■ 

* R C 1 2 *  
読み取り有り  

* D 1 5 3 *  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(Mod 10 ｳｪｲﾄ 3)検査無し ■ 

* D 1 5 5 *  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(Mod 10 ｳｪｲﾄ 3)検査有り, 送信無し  

* D 1 5 4 *  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(Mod 10 ｳｪｲﾄ 3)検査有り, 送信有り  

* D 1 5 2 *  

読取最小桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に設定終了ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

設定範囲は 01~32 です。例えば、6 桁に設定したい場合は、｢設

定開始｣｢読取最小桁数｣｢0｣｢6｣｢確定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝ

します。 

6 

* D 1 5 1 *  

読取最大桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に設定終了ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

設定範囲は 01~32 です。例えば、6 桁に設定したい場合は、｢設

定開始｣｢読取最大桁数｣｢3｣｢2｣｢確定｣｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝ

します。 

32 
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* 4 *  

5 

* 5 *  
6 

* 6 *  

7 

* 7 *  
8 

* 8 *  

9 

* 9 *  
確定 

* S E T *  
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13. ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ/ﾃﾞｰﾀ送信に関するﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
13.1. ﾒｯｾｰｼﾞ間送信ﾃﾞｨﾚｲ 

設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* I M 0 1 *  
無し ■ 

* I M 0 2 *  
100 ﾐﾘ秒  

* I M 0 3 *  
500 ﾐﾘ秒  

* I M 0 4 *  
1 秒  

 
 

13.2. ｺｰﾄﾞ ID 送信 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* I S 0 0 *  
無し ■ 

* I S 0 1 *  
有り(標準ｺｰﾄﾞ ID)  

 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙ 標準ｺｰﾄﾞ ID 
ｺｰﾄﾞ 39 M 

ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5 I 

ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 2/5 D 

ﾁｬｲﾅﾎﾟｽﾄｺｰﾄﾞ H 
UPC-A A 
UPC-E E 
JAN/EAN-13 F 
JAN/EAN-8 FF 
ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7) N 

ｺｰﾄﾞ 128 K 

ｺｰﾄﾞ 93 L 
MSI/PLESSEY P 
COOP 2/5 G 
GS1 Databar RS 
GS1 Databar ﾘﾐﾃｯﾄﾞ RL 

GS1 Databar ｴｸｽﾊﾟﾝﾃﾞｯﾄﾞ RX 
 
ﾃﾞｰﾀ送信ﾌｫｰﾏｯﾄ 
 

ﾍｯﾀﾞ ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ｺｰﾄﾞ ID 桁数(2 桁) 読取ﾃﾞｰﾀ ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ ﾀｰﾐﾈｰﾀ 
 
ﾍｯﾀﾞ/ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｺｰﾄﾞ ID/桁数/ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ/ﾀｰﾐﾈｰﾀは、何れも送信無しに設定することも可能です。 
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13.3. ﾕｰｻﾞｰｺｰﾄﾞ ID 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

下記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙﾀｲﾌﾟをｽｷｬﾝした後、ﾌﾙｱｽｷｰﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表(本書 補足 B)から 1~2 文字をｽｷｬﾝし、最後に確定ｺﾏﾝ

ﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝして、任意のｺｰﾄﾞ ID を設定します。 

ｺｰﾄﾞ 39 

* C I 0 1 *  

ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5 

* C I 0 2 *  
ﾁｬｲﾅﾎﾟｽﾄｺｰﾄﾞ 

* C I 0 3 *  

UPC-E 

* C I 0 4 *  
UPC-A 

* C I 0 5 *  

JAN/EAN-13 

* C I 0 6 *  
JAN/EAN-8 

* C I 0 7 *  

ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7) 

* C I 0 8 *  
ｺｰﾄﾞ 128 

* C I 0 9 *  

ｺｰﾄﾞ 93 

* C I 1 0 *  
MSI ｺｰﾄﾞ 

* C I 1 1 *  

COOP 2/5 

* C I 1 8 *  
ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 2/5 

* C I 1 5 *  

GS1 Databar 

* C I 1 2 *  
GS1 Databar ﾘﾐﾃｯﾄﾞ 

* C I 1 3 *  

GS1 Databar ｴｸｽﾊﾟﾝﾃﾞｯﾄﾞ 

* C I 1 4 *  
 
✔ﾕｰｻﾞｰｺｰﾄﾞ ID の設定は、｢13.2.ｺｰﾄﾞ ID 送信｣を有りに設定した後、行ってください。｢13.2.ｺｰﾄﾞ ID 送信｣を

有りに設定すると標準ｺｰﾄﾞ ID で初期化が行われます。 
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13.4. ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* H T 0 1 *  

ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けてﾌﾙｱｽｷｰﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表(本書 
補足 B)から 1~10 文字をｽｷｬﾝし、最後に確定ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞを

ｽｷｬﾝして、任意のﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽを設定します。 

 

* H T 0 2 *  

ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けてﾌﾙｱｽｷｰﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表(本書 
補足 B)から 1~10 文字をｽｷｬﾝし、最後に確定ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞを

ｽｷｬﾝして、任意のﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽを設定します。 

 

 
ﾃﾞｰﾀ送信ﾌｫｰﾏｯﾄ 
 

ﾍｯﾀﾞ ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ｺｰﾄﾞ ID 桁数(2 桁) 読取ﾃﾞｰﾀ ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ ﾀｰﾐﾈｰﾀ 
 
ﾍｯﾀﾞ/ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｺｰﾄﾞ ID/桁数/ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ/ﾀｰﾐﾈｰﾀは、何れも送信無しに設定することも可能です。 
 
 

13.5. 桁数送信 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* C P 1 2 *  
無し ■ 

* C P 1 1 *  
有り  

 
ﾃﾞｰﾀ送信ﾌｫｰﾏｯﾄ 
 

ﾍｯﾀﾞ ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ｺｰﾄﾞ ID 桁数(2 桁) 読取ﾃﾞｰﾀ ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ ﾀｰﾐﾈｰﾀ 
 
ﾍｯﾀﾞ/ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ｺｰﾄﾞ ID/桁数/ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ/ﾀｰﾐﾈｰﾀは、何れも送信無しに設定することも可能です。 
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13.6. ﾃﾞｰﾀ抽出 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* H T 0 3 *  

前方ﾃﾞｰﾀ削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に設定終了ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

設定範囲は 01~32 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの先頭 3 桁を削除

したい場合は、｢設定開始｣｢前方ﾃﾞｰﾀ削除桁数｣｢0｣｢3｣｢確定｣

｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

 

* H T 0 4 *  

後方ﾃﾞｰﾀ削除桁数 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

2 桁の数値をｽｷｬﾝし、最後に設定終了ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。

設定範囲は 01~32 です。例えば、読取ﾃﾞｰﾀの先頭 3 桁を削除

したい場合は、｢設定開始｣｢後方ﾃﾞｰﾀ削除桁数｣｢0｣｢3｣｢確定｣

｢設定終了｣の順でｽｷｬﾝします。 

 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

* 0 *  

1 

* 1 *  
2 

* 2 *  

3 

* 3 *  
4 

* 4 *  

5 

* 5 *  
6 

* 6 *  

7 

* 7 *  
8 

* 8 *  

9 

* 9 *  
確定 

* S E T *  
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14. 拡張機能 
14.1. GS1-128 拡張ｵﾌﾟｼｮﾝ 

設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* 1 8 1 1 *  
]C1 送信無し  

* 1 8 1 0 *  
]C1 送信有り ■ 

* 1 8 2 1 *  

GS1-128/GS1 Databar 共通設定 
ﾌｨｰﾙﾄﾞｾﾊﾟﾚｰﾀ GS(FNC1)送信無し 

■ 

* 1 8 2 0 *  

GS1-128/GS1 Databar 共通設定 
ﾌｨｰﾙﾄﾞｾﾊﾟﾚｰﾀ GS(FNC1)送信有り 

 

* 1 8 2 2 *  

ﾌｨｰﾙﾄﾞｾﾊﾟﾚｰﾀ GS 置換ｷｬﾗｸﾀ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けてﾌﾙｱｽｷｰﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表(本書 
補足 B)から 1~2 文字をｽｷｬﾝし、最後に確定ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷ

ｬﾝして、任意のﾌｨｰﾙﾄﾞｾﾊﾟﾚｰﾀ GS 置換ｷｬﾗｸﾀを設定します。 

GS(1Dh) 

 
 

14.2. GS1 Databar 読み取りｵﾌﾟｼｮﾝ 
14.2.1. GS1 Databar 読み取りｵﾌﾟｼｮﾝ 

設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* R D 1 5 *  
読み取り無し ■ 

* R C 1 5 *  
読み取り有り  

* S S 0 1 *  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し  

* S S 0 0 *  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り ■ 

* S S 0 3 *  
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID(01)送信無し  

* S S 0 2 *  
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID(01)送信有り ■ 

* S S 0 4 *  
]C1 送信無し ■ 

* S S 0 5 *  
]C1 送信有り  
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14.2.2. GS1 Databar ﾘﾐﾃｯﾄﾞ読み取りｵﾌﾟｼｮﾝ 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* R D 1 6 *  
読み取り無し ■ 

* R C 1 6 *  
読み取り有り  

* S S 1 1 *  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し  

* S S 1 0 *  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り ■ 

* S S 1 3 *  
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID(01)送信無し  

* S S 1 2 *  
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID(01)送信有り ■ 

 
 

14.2.3. GS1 Databar ｴｸｽﾊﾟﾝﾃﾞｯﾄﾞ読み取りｵﾌﾟｼｮﾝ 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* R D 1 7 *  
読み取り無し ■ 

* R C 1 7 *  
読み取り有り  

* S S 0 9 *  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信無し  

* S S 0 8 *  
ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ送信有り ■ 

* S S 1 7 *  
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID(01)送信無し  

* S S 1 6 *  
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID(01)送信有り ■ 

* S S 0 6 *  
]C1 送信無し ■ 

* S S 0 7 *  
]C1 送信有り  
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14.3. GS1 Databar 拡張ｵﾌﾟｼｮﾝ 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* 1 8 2 4 *  
]C1/]e0 送信無し ■ 

* 1 8 2 5 *  

]C1 送信有り 
SS05/SS07 ｺﾏﾝﾄﾞとは別に動作します。 

 

* 1 8 2 6 *  

]e0 送信有り 
SS05/SS07 ｺﾏﾝﾄﾞとは別に動作します。 

 

* 1 8 2 1 *  

GS1-128/GS1 Databar 共通設定 
ﾌｨｰﾙﾄﾞｾﾊﾟﾚｰﾀ GS(FNC1)送信無し 

■ 

* 1 8 2 0 *  

GS1-128/GS1 Databar 共通設定 
ﾌｨｰﾙﾄﾞｾﾊﾟﾚｰﾀ GS(FNC1)送信有り 

 

* 1 8 2 3 *  

ﾌｨｰﾙﾄﾞｾﾊﾟﾚｰﾀ GS 置換ｷｬﾗｸﾀ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けてﾌﾙｱｽｷｰﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表(本書 
補足 B)から 1~2 文字をｽｷｬﾝし、最後に確定ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷ

ｬﾝして、任意のﾌｨｰﾙﾄﾞｾﾊﾟﾚｰﾀ GS 置換ｷｬﾗｸﾀを設定します。 

GS(1Dh) 
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14.4. 利用者限定機能 
利用者限定機能を使用することで、登録された利用者だけにﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝさせることができます。 
最初に利用者ｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝし、そのｺｰﾄﾞが登録された利用者ｺｰﾄﾞであれば、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞは通常の動作状態となります。

利用者ｺｰﾄﾞ再読取ﾀｲﾏｰで設定された時間、ｱｲﾄﾞﾙ状態が続くと、再度利用者ｺｰﾄﾞの入力が求められ、登録されている

利用者ｺｰﾄﾞ以外が読み取られた場合は、ｴﾗｰﾋﾞｰﾌﾟ｢ﾋﾟﾘﾘﾘﾘ!｣が鳴動します。 
 

設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* + W M 1 *  
利用者限定機能無し ■ 

* + W M 0 *  
利用者限定機能有り  

* + W S A *  

利用者ｺｰﾄﾞ登録 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて IA00で始まるｺｰﾄﾞ 39
で作成したﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。例えば、IA00TARO という

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの場合、TARO が利用者ｺｰﾄﾞとして登録されます。 
1~28 桁の利用者ｺｰﾄﾞが使用でき、約 30 件の利用者ｺｰﾄﾞをﾒﾓﾘ

に登録することができます。 
利用者ｺｰﾄﾞ登録用 利用者ｺｰﾄﾞ 

* I A 0 0 T A R O *  * T ARO*  

* I A 0 0 J I R O *  * J I R O *  

 

* + W M 9 *  
利用者ｺｰﾄﾞ前件削除  

* + W T 0 *  
利用者ｺｰﾄﾞ再読取ﾀｲﾏｰ 無し  

* + W T 1 *  
利用者ｺｰﾄﾞ再読取ﾀｲﾏｰ 1 分  

* + W T 2 *  
利用者ｺｰﾄﾞ再読取ﾀｲﾏｰ 3 分 ■ 

* + W T 3 *  
利用者ｺｰﾄﾞ再読取ﾀｲﾏｰ 5 分  

* + W T 4 *  
利用者ｺｰﾄﾞ再読取ﾀｲﾏｰ 10 分  

* + W T 5 *  
利用者ｺｰﾄﾞ再読取ﾀｲﾏｰ 20 分  

* + W T 6 *  
利用者ｺｰﾄﾞ再読取ﾀｲﾏｰ 30 分  

* + W T 7 *  
利用者ｺｰﾄﾞ再読取ﾀｲﾏｰ 60 分  
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14.5. 1:1 照合機能 
1:1 照合機能は、最初に読み取ったﾊﾞｰｺｰﾄﾞと次に読み取ったｺｰﾄﾞを照合し、OK/NG の判定を行う機能です。 
OK/NG それぞれにﾋﾞｰﾌﾟ音色･鳴動時間及び LED 点灯回数･点灯時間を設定できるため、ｵﾍﾟﾚｰﾀは PC の画面を確認

することなく作業を行うことが可能です。また、照合結果送信有りに設定することで、照合結果を PC に送信する

ことができます。送信ﾌｫｰﾏｯﾄは下記の通りです。 
 
照合結果送信ﾌｫｰﾏｯﾄ 
 

ﾍｯﾀﾞ ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ﾏｽﾀﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
照合結果 

ﾌｨｰﾙﾄﾞｾﾊﾟﾚｰﾀ 
照合ﾃﾞｰﾀ 

照合結果 
ﾌｨｰﾙﾄﾞｾﾊﾟﾚｰﾀ 

結果 
NG/OK 

ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ ﾀｰﾐﾈｰﾀ 

 
ﾍｯﾀﾞ/ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ/ﾀｰﾐﾈｰﾀは、何れも送信無しに設定することも可能です。 
 

1:1 照合機能動作ﾌﾛｰﾁｬｰﾄ 
 電源ｵﾝ 又は 1:1 照合機能開始 

1:1 照合機能開始ﾋﾞｰﾌﾟ鳴動 
ﾋﾟｰ(低音)･ﾛｰ(中音)･ﾘｰ(高音) 

2000KHx x 200ms, 4000KHz x 200ms, 6000KHz x 500ms 

ﾏｽﾀﾃﾞｰﾀ読み取り待機(ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み取り有り?) 
ﾏｽﾀﾃﾞｰﾀ前方削除桁数 HT05･後方削除桁数 HT06 の設定に従い 

読取ﾃﾞｰﾀを抽出 

照合ﾃﾞｰﾀ読み取り待機(ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み取り有り?) 
照合ﾃﾞｰﾀ前方削除桁数 HT03･後方削除桁数 HT04 の設定に従い 

読取ﾃﾞｰﾀを抽出 
 

照合判定 
OK? NG? 

OK ﾋﾞｰﾌﾟ鳴動 
OK LED 点灯 

OK ﾋﾞｰﾌﾟ鳴動 
OK LED 点灯 

照合結果送信有り? 

ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝ 
ﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸ 

 

照合結果送信 

いいえ 

照合 OK 照合 NG 

無し 

有り 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞがまだ読み取られていない 
 

ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝ 
ﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸ 

はい 
1:1 照合機能開始ﾋﾞｰﾌﾟ鳴動へ戻る 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞがまだ読み取られていない いいえ 

はい (ﾏｽﾀﾃﾞｰﾀ読み取りに戻る) 
1:1 照合機能開始ﾋﾞｰﾌﾟ鳴動へ戻る 
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設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* + W I 1 *  
1:1 照合機能無し ■ 

* + W I 0 *  
1:1 照合機能有り  

* + W S 0 *  

照合結果ﾌｨｰﾙﾄﾞｾﾊﾟﾚｰﾀ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けてﾌﾙｱｽｷｰﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表(本書 
補足 C)から 1 文字をｽｷｬﾝし、最後に確定ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

して、任意の照合結果ﾌｨｰﾙﾄﾞｾﾊﾟﾚｰﾀを設定します。 

,(2Ch) 

* H T 0 5 *  
ﾏｽﾀﾃﾞｰﾀ前方削除桁数 0 

* H T 0 6 *  
ﾏｽﾀﾃﾞｰﾀ後方削除桁数 0 

* H T 0 3 *  
照合ﾃﾞｰﾀ前方削除桁数 0 

* H T 0 4 *  
照合ﾃﾞｰﾀ後方削除桁数 0 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

* 0 *  

1 

* 1 *  
2 

* 2 *  

3 

* 3 *  
4 

* 4 *  

5 

* 5 *  
6 

* 6 *  

7 

* 7 *  
8 

* 8 *  

9 

* 9 *  
確定 

* S E T *  
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設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* + W I 5 *  
1:1 照合結果送信無し  

* + W I 4 *  
1:1 照合結果送信有り ■ 

* + S 1 1 *  
照合結果 OK LED 1 回点灯 ■ 

* + S 1 2 *  
照合結果 OK LED 2 回点灯  

* + S 1 3 *  
照合結果 OK LED 3 回点灯  

* + S 1 4 *  
照合結果 OK LED 4 回点灯  

* + S 1 5 *  
照合結果 OK LED 5 回点灯  

* + S 2 1 *  
照合結果 OK LED 点灯時間 100 ﾐﾘ秒  

* + S 2 2 *  
照合結果 OK LED 点灯時間 200 ﾐﾘ秒  

* + S 2 3 *  
照合結果 OK LED 点灯時間 300 ﾐﾘ秒 ■ 

* + S 2 4 *  
照合結果 OK LED 点灯時間 400 ﾐﾘ秒  

* + S 2 5 *  
照合結果 OK LED 点灯時間 500 ﾐﾘ秒  

* + V 1 0 *  
照合結果 OK ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ 無し ■ 

* + V 1 1 *  
照合結果 OK ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ 有り  

* + V 1 2 *  
照合結果 OK ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 100 ﾐﾘ秒  

* + V 1 3 *  
照合結果 OK ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 200 ﾐﾘ秒 ■ 

* + V 1 4 *  
照合結果 OK ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 300 ﾐﾘ秒  

* + V 1 5 *  
照合結果 OK ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 500 ﾐﾘ秒  

* + V 1 6 *  
照合結果 OK ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 1 秒  

* + V 1 7 *  
照合結果 OK ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 3 秒  

* + V 1 8 *  
照合結果 OK ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 5 秒  

* + V 1 9 *  
照合結果 OK ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 ﾄﾘｶﾞ押下迄  

pg. 58 
Copyright © 2014 



diBar Watch Series 

 

設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

* + S 3 0 *  
照合結果 OK ﾋﾞｰﾌﾟ音色 無し  

* + S 3 1 *  
照合結果 OK ﾋﾞｰﾌﾟ音色 低音  

* + S 3 2 *  
照合結果 OK ﾋﾞｰﾌﾟ音色 中音  

* + S 3 3 *  
照合結果 OK ﾋﾞｰﾌﾟ音色 高音 ■ 

* + S 2 1 *  
照合結果 OK ﾋﾞｰﾌﾟ鳴動時間 100 ﾐﾘ秒  

* + S 2 2 *  
照合結果 OK ﾋﾞｰﾌﾟ鳴動時間 200 ﾐﾘ秒  

* + S 2 3 *  
照合結果 OK ﾋﾞｰﾌﾟ鳴動時間 300 ﾐﾘ秒  

* + S 2 4 *  
照合結果 OK ﾋﾞｰﾌﾟ鳴動時間 400 ﾐﾘ秒  

* + S 2 5 *  
照合結果 OK ﾋﾞｰﾌﾟ鳴動時間 500 ﾐﾘ秒 ■ 

* + S 5 1 *  
照合結果 NG LED 1 回点灯  

* + S 5 2 *  
照合結果 NG LED 2 回点灯  

* + S 5 3 *  
照合結果 NG LED 3 回点灯 ■ 

* + S 5 4 *  
照合結果 NG LED 4 回点灯  

* + S 5 5 *  
照合結果 NG LED 5 回点灯  

* + S 6 1 *  
照合結果 NG LED 点灯時間 100 ﾐﾘ秒  

* + S 6 2 *  
照合結果 NG LED 点灯時間 200 ﾐﾘ秒  

* + S 6 3 *  
照合結果 NG LED 点灯時間 300 ﾐﾘ秒 ■ 

* + S 6 4 *  
照合結果 NG LED 点灯時間 400 ﾐﾘ秒  

* + S 6 5 *  
照合結果 NG LED 点灯時間 500 ﾐﾘ秒  

* + V 2 0 *  
照合結果 NG ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ 無し ■ 

* + V 2 1 *  
照合結果 NG ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ 有り  

* + V 2 2 *  
照合結果 NG ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 100 ﾐﾘ秒  
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設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

* + V 2 3 *  
照合結果 NG ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 200 ﾐﾘ秒  

* + V 2 4 *  
照合結果 NG ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 300 ﾐﾘ秒  

* + V 2 5 *  
照合結果 NG ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 500 ﾐﾘ秒  

* + V 2 6 *  
照合結果 NG ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 1 秒  

* + V 2 7 *  
照合結果 NG ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 3 秒  

* + V 2 8 *  
照合結果 NG ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 5 秒  

* + V 2 9 *  
照合結果 NG ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 ﾄﾘｶﾞ押下迄 ■ 

* + S 7 0 *  
照合結果 NG ﾋﾞｰﾌﾟ音色 無し  

* + S 7 1 *  
照合結果 NG ﾋﾞｰﾌﾟ音色 低音 ■ 

* + S 7 2 *  
照合結果 NG ﾋﾞｰﾌﾟ音色 中音  

* + S 7 3 *  
照合結果 NG ﾋﾞｰﾌﾟ音色 高音  

* + S 8 1 *  
照合結果 NG ﾋﾞｰﾌﾟ鳴動時間 100 ﾐﾘ秒  

* + S 8 2 *  
照合結果 NG ﾋﾞｰﾌﾟ鳴動時間 200 ﾐﾘ秒  

* + S 8 3 *  
照合結果 NG ﾋﾞｰﾌﾟ鳴動時間 300 ﾐﾘ秒  

* + S 8 4 *  
照合結果 NG ﾋﾞｰﾌﾟ鳴動時間 400 ﾐﾘ秒  

* + S 8 5 *  
照合結果 NG ﾋﾞｰﾌﾟ鳴動時間 500 ﾐﾘ秒 ■ 
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14.6. ﾏｽﾀ照合機能 
ﾏｽﾀ照合機能は、事前にﾏｽﾀﾃﾞｰﾀとしてﾒﾓﾘに登録されたﾊﾞｰｺｰﾄﾞと実際に読み取ったｺｰﾄﾞを照合し、OK/NG の判定を

行う機能です。 
OK/NG それぞれにﾋﾞｰﾌﾟ音色･鳴動時間及び LED 点灯回数･点灯時間を設定できるため、ｵﾍﾟﾚｰﾀは PC の画面を確認

することなく作業を行うことが可能です。また、照合結果送信有りに設定することで、照合結果を PC に送信する

ことができます。送信ﾌｫｰﾏｯﾄは下記の通りです。 
 
照合結果送信ﾌｫｰﾏｯﾄ 
 

ﾍｯﾀﾞ ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 照合ﾃﾞｰﾀ 
照合結果 

ﾌｨｰﾙﾄﾞｾﾊﾟﾚｰﾀ 
結果 
NG/OK 

ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ ﾀｰﾐﾈｰﾀ 

 
ﾍｯﾀﾞ/ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ/ﾀｰﾐﾈｰﾀは、何れも送信無しに設定することも可能です。 
 

ﾏｽﾀ照合機能動作ﾌﾛｰﾁｬｰﾄ 
 電源ｵﾝ 又は ﾏｽﾀ照合機能開始 

ﾏｽﾀ照合機能開始ﾋﾞｰﾌﾟ鳴動 
ﾘｰ(高音)･ﾛｰ(中音)･ﾋﾟｰ(低音) 

6000KHz x 200ms, 4000KHz x 200ms, 2000KHz x 500ms 

照合ﾃﾞｰﾀ読み取り待機(ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み取り有り?) 
照合ﾃﾞｰﾀ前方削除桁数 HT03･後方削除桁数 HT04 の設定に従い 

読取ﾃﾞｰﾀを抽出 
 

照合判定 
OK? NG? 

OK ﾋﾞｰﾌﾟ鳴動 
OK LED 点灯 

OK ﾋﾞｰﾌﾟ鳴動 
OK LED 点灯 

照合結果送信有り? 

照合結果送信 

照合 OK 照合 NG 

有り 

ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝ 
ﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸ 

はい 
ﾏｽﾀ照合機能開始ﾋﾞｰﾌﾟ鳴動へ戻る 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞがまだ読み取られていない いいえ 

無し 
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設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* + W I 3 *  
ﾏｽﾀ照合機能無し ■ 

* + W I 2 *  
ﾏｽﾀ照合機能有り  

* + W I 9 *  
ﾏｽﾀ全件削除  

* + W S B *  

ﾏｽﾀﾃﾞｰﾀ登録 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けてﾏｽﾀﾃﾞｰﾀとして登録し

たいﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝして、最後に設定終了ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。約 30 件のﾏｽﾀﾃﾞｰﾀをﾒﾓﾘに登録することができます。 

 

* + W S 0 *  

照合結果ﾌｨｰﾙﾄﾞｾﾊﾟﾚｰﾀ 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けてﾌﾙｱｽｷｰﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表(本書 
補足 B)から 1 文字をｽｷｬﾝし、最後に確定ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

して、任意の照合結果ﾌｨｰﾙﾄﾞｾﾊﾟﾚｰﾀを設定します。 

,(2Ch) 

* H T 0 5 *  
ﾏｽﾀﾃﾞｰﾀ前方削除桁数 0 

* H T 0 6 *  
ﾏｽﾀﾃﾞｰﾀ後方削除桁数 0 

* H T 0 3 *  
照合ﾃﾞｰﾀ前方削除桁数 0 

* H T 0 4 *  
照合ﾃﾞｰﾀ後方削除桁数 0 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
0 

* 0 *  

1 

* 1 *  
2 

* 2 *  

3 

* 3 *  
4 

* 4 *  

5 

* 5 *  
6 

* 6 *  

7 

* 7 *  
8 

* 8 *  

9 

* 9 *  
確定 

* S E T *  
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設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* + W I 7 *  
ﾏｽﾀ照合結果送信 無し  

* + W I 6 *  
ﾏｽﾀ照合結果送信 有り ■ 

* + M 1 1 *  
照合結果 OK LED 1 回点灯 ■ 

* + M 1 2 *  
照合結果 OK LED 2 回点灯  

* + M 1 3 *  
照合結果 OK LED 3 回点灯  

* + M 1 4 *  
照合結果 OK LED 4 回点灯  

* + M 1 5 *  
照合結果 OK LED 5 回点灯  

* + M 2 1 *  
照合結果 OK LED 点灯時間 100 ﾐﾘ秒  

* + M 2 2 *  
照合結果 OK LED 点灯時間 200 ﾐﾘ秒  

* + M 2 3 *  
照合結果 OK LED 点灯時間 300 ﾐﾘ秒 ■ 

* + M 2 4 *  
照合結果 OK LED 点灯時間 400 ﾐﾘ秒  

* + M 2 5 *  
照合結果 OK LED 点灯時間 500 ﾐﾘ秒  

* + V 3 0 *  
照合結果 OK ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ 無し ■ 

* + V 3 1 *  
照合結果 OK ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ 有り  

* + V 3 2 *  
照合結果 OK ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 100 ﾐﾘ秒  

* + V 3 3 *  
照合結果 OK ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 200 ﾐﾘ秒 ■ 

* + V 3 4 *  
照合結果 OK ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 300 ﾐﾘ秒  

* + V 3 5 *  
照合結果 OK ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 500 ﾐﾘ秒  

* + V 3 6 *  
照合結果 OK ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 1 秒  

* + V 3 7 *  
照合結果 OK ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 3 秒  

* + V 3 8 *  
照合結果 OK ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 5 秒  

* + V 3 9 *  
照合結果 OK ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 ﾄﾘｶﾞ押下迄  
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設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

* + M 3 0 *  
照合結果 OK ﾋﾞｰﾌﾟ音色 無し  

* + M 3 1 *  
照合結果 OK ﾋﾞｰﾌﾟ音色 低音  

* + M 3 2 *  
照合結果 OK ﾋﾞｰﾌﾟ音色 中音  

* + M 3 3 *  
照合結果 OK ﾋﾞｰﾌﾟ音色 高音 ■ 

* + M 4 1 *  
照合結果 OK ﾋﾞｰﾌﾟ鳴動時間 100 ﾐﾘ秒  

* + M 4 2 *  
照合結果 OK ﾋﾞｰﾌﾟ鳴動時間 200 ﾐﾘ秒  

* + M 4 3 *  
照合結果 OK ﾋﾞｰﾌﾟ鳴動時間 300 ﾐﾘ秒  

* + M 4 4 *  
照合結果 OK ﾋﾞｰﾌﾟ鳴動時間 400 ﾐﾘ秒  

* + M 4 5 *  
照合結果 OK ﾋﾞｰﾌﾟ鳴動時間 500 ﾐﾘ秒 ■ 

* + M 5 1 *  
照合結果 NG LED 1 回点灯  

* + M 5 2 *  
照合結果 NG LED 2 回点灯  

* + M 5 3 *  
照合結果 NG LED 3 回点灯 ■ 

* + M 5 4 *  
照合結果 NG LED 4 回点灯  

* + M 5 5 *  
照合結果 NG LED 5 回点灯  

* + M 6 1 *  
照合結果 NG LED 点灯時間 100 ﾐﾘ秒  

* + M 6 2 *  
照合結果 NG LED 点灯時間 200 ﾐﾘ秒  

* + M 6 3 *  
照合結果 NG LED 点灯時間 300 ﾐﾘ秒 ■ 

* + M 6 4 *  
照合結果 NG LED 点灯時間 400 ﾐﾘ秒  

* + M 6 5 *  
照合結果 NG LED 点灯時間 500 ﾐﾘ秒  

* + V 4 0 *  
照合結果 NG ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ 無し ■ 

* + V 4 1 *  
照合結果 NG ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ 有り  

* + V 4 2 *  
照合結果 NG ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 100 ﾐﾘ秒  
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設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

* + V 4 3 *  
照合結果 NG ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 200 ﾐﾘ秒  

* + V 4 4 *  
照合結果 NG ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 300 ﾐﾘ秒  

* + V 4 5 *  
照合結果 NG ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 500 ﾐﾘ秒  

* + V 4 6 *  
照合結果 NG ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 1 秒  

* + V 4 7 *  
照合結果 NG ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 3 秒  

* + V 4 8 *  
照合結果 NG ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 5 秒  

* + V 4 9 *  
照合結果 NG ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ時間 ﾄﾘｶﾞ押下迄 ■ 

* + M 7 0 *  
照合結果 NG ﾋﾞｰﾌﾟ音色 無し  

* + M 7 1 *  
照合結果 NG ﾋﾞｰﾌﾟ音色 低音 ■ 

* + M 7 2 *  
照合結果 NG ﾋﾞｰﾌﾟ音色 中音  

* + M 7 3 *  
照合結果 NG ﾋﾞｰﾌﾟ音色 高音  

* + M 8 1 *  
照合結果 NG ﾋﾞｰﾌﾟ鳴動時間 100 ﾐﾘ秒  

* + M 8 2 *  
照合結果 NG ﾋﾞｰﾌﾟ鳴動時間 200 ﾐﾘ秒  

* + M 8 3 *  
照合結果 NG ﾋﾞｰﾌﾟ鳴動時間 300 ﾐﾘ秒  

* + M 8 4 *  
照合結果 NG ﾋﾞｰﾌﾟ鳴動時間 400 ﾐﾘ秒  

* + M 8 5 *  
照合結果 NG ﾋﾞｰﾌﾟ鳴動時間 500 ﾐﾘ秒 ■ 
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14.7. ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙ個別桁数送信 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

*+WD0 *  
JAN/EAN/UPC 桁数送信無し  

*+WC0 *  
JAN/EAN/UPC 桁数送信有り ■ 

*+WD1 *  
ｺｰﾄﾞ 39 桁数送信無し  

*+WC1 *  
ｺｰﾄﾞ 39 桁数送信有り ■ 

*+WD2 *  
ｺｰﾄﾞ 128 桁数送信無し  

*+WC2 *  
ｺｰﾄﾞ 128 桁数送信有り ■ 

*+WD3 *  
ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)桁数送信無し  

*+WC3 *  
ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7)桁数送信有り ■ 

*+WD4 *  
ｺｰﾄﾞ 93 桁数送信無し  

*+WC4 *  
ｺｰﾄﾞ 93 桁数送信有り ■ 

*+WD5 *  
MSI 桁数送信無し  

*+WC5 *  
MSI 桁数送信有り ■ 

*+WD6 *  
GS1 Databar 桁数送信無し  

*+WC6 *  
GS1 Databar 桁数送信有り ■ 

*+WD7 *  
ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 2/5 桁数送信無し  

*+WC7 *  
ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 2/5 桁数送信有り ■ 

*+WD9 *  
ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5 桁数送信無し  

*+WC9 *  
ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5 桁数送信有り ■ 

*+WD8 *  
COOP 2/5(NEC 2/5)桁数送信無し  

*+WC8 *  
COOP 2/5(NEC 2/5)桁数送信有り ■ 

 
✔ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙ個別桁数送信を有りにした場合でも、｢7.6.桁数送信｣が無しに設定されている場合は、全ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ

ｼﾝﾎﾞﾙの桁数送信は行われません。 
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14.8. ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ(新) 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* C P 0 6 *  
無し ■ 

* C P 0 5 *  
有り(ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｺｰﾄﾞ表 1)  

* C P 0 4 *  
有り(ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｺｰﾄﾞ表 2)  

 
 

14.9. GS1 AI 編集機能 
設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* A I 0 0 *  
無し ■ 

* A I 0 1 *  
有り  

* A I 0 5 *  

ｴﾗｰ時出力 無し 
条件に合わない GS1 ｺｰﾄﾞを読み取るとｴﾗｰﾋﾞｰﾌﾟを鳴動し、ﾃﾞｰ

ﾀ送信を行いません。 
■ 

* A I 0 4 *  

ｴﾗｰ時出力 有り 
条件に合わない GS1 ｺｰﾄﾞを読み取ると、読み取ったﾃﾞｰﾀをそ

のまま送信します。 
 

* A I 0 2 *  

出力ﾓｰﾄﾞ ｾﾊﾟﾚｰﾀﾓｰﾄﾞ 
ｾﾊﾟﾚｰﾀﾓｰﾄﾞに設定した場合は、下記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞで定義済み

ｾﾊﾟﾚｰﾀを設定するか、次頁の｢AI ｾﾊﾟﾚｰﾀ登録｣で AI 毎に任意の

ｾﾊﾟﾚｰﾀ(ﾍｯﾀﾞ･ﾌｯﾀ)を設定してください。 

■ 

* A I 0 3 *  

出力ﾓｰﾄﾞ (AI)ﾓｰﾄﾞ 
(AI)ﾓｰﾄﾞに設定した場合は、GS1 ｺｰﾄﾞのﾋｭｰﾏﾝﾘｰﾀﾞﾌﾞﾙと同様

に AI が()で囲まれた形でﾃﾞｰﾀ送信されます。 
 

* A I 2 3 *  
定義済みｾﾊﾟﾚｰﾀ ﾘｾｯﾄ(無し)  

* A I 2 7 *  
定義済みｾﾊﾟﾚｰﾀ ｶﾝﾏ(,)  

* A I 2 4 *  
定義済みｾﾊﾟﾚｰﾀ TAB  

* A I 2 5 *  
定義済みｾﾊﾟﾚｰﾀ STX/ETX  

 
✔GS1 AI 編集機能は、GS1-128 GS1 Databar ｴｸｽﾊﾟﾝﾃﾞｯﾄﾞ共にﾌｨｰﾙﾄﾞｾﾊﾟﾚｰﾀをﾃﾞｨﾌｫﾙﾄの GS(1Dh)に設定して

使用ください。ﾌｨｰﾙﾄﾞｾﾊﾟﾚｰﾀが正しく認識できないと、GS1 AI 編集機能は、正しく動作しません。 
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設定開始 

* . . *  

設定ｷｬﾝｾﾙ 

* + + *  

設定終了 

* + - *  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

* A I 1 2 *  
AI ｾﾊﾟﾚｰﾀ登録 ﾘｾｯﾄ  

* A I 1 1 *  

AI ｾﾊﾟﾚｰﾀ登録 
左のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、続けて下記の数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで

AI(2~4 桁)、ﾍｯﾀﾞ 4 桁(Hex)･ﾌｯﾀ 4 桁(Hex)をｽｷｬﾝし、最後

に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ、続けて、次の AI(2 桁)、ﾍｯﾀﾞ 4 桁

(Hex)･ﾌｯﾀ 4 桁(Hex)をｽｷｬﾝし、最後に｢確定｣ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝ

します。同様に続けて、最大 5 個迄の AI･ﾍｯﾀﾞ･ﾌｯﾀを登録可能

です。例えば、01, 10, 15 と 3 つの AI をそれぞれ STX/ETX
で囲んで出力する場合、｢設定開始｣｢AI 登録｣｢0｣｢1｣｢0｣｢2｣

｢0｣｢0｣｢0｣｢3｣｢0｣｢0｣｢確定｣｢1｣｢0｣｢0｣｢2｣｢0｣｢0｣｢0｣｢3｣｢0｣

｢0｣｢確定｣｢1｣｢5｣｢0｣｢2｣｢0｣｢0｣｢0｣｢3｣｢0｣｢0｣｢確定｣｢設定終

了｣の順でｽｷｬﾝします。ﾍｯﾀﾞ･ﾌｯﾀの 00 は、無しを意味します。 

 

数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 

* 0 *  * 1 *  * 2 *  

* 3 *  * 4 *  * 5 *  

* 6 *  * 7 *  * 8 *  

* 9 *  * A *  * B *  

* C *  * D *  * E *  

* F *  * S E T *  
 
✔GS1 AI 編集機能は、GS1-128 GS1 Databar ｴｸｽﾊﾟﾝﾃﾞｯﾄﾞ共にﾌｨｰﾙﾄﾞｾﾊﾟﾚｰﾀをﾃﾞｨﾌｫﾙﾄの GS(1Dh)に設定して

使用ください。ﾌｨｰﾙﾄﾞｾﾊﾟﾚｰﾀが正しく認識できないと、GS1 AI 編集機能は、正しく動作しません。 
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14.9.1. GS1 AI 編集機能設定例 
AI03 = 出力ﾓｰﾄﾞ(AI) ﾓｰﾄﾞ 
左から右、上段から下段へ順番にｽｷｬﾝし、設定を行ってください。ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ設定や読取ｺｰﾄﾞなど GS1 AI 編集機能

以外の設定は、別途行ってください。 
設定開始 

* . . *  

GS1 AI 編集機能 有り 

* A I 0 1 *  

出力ﾓｰﾄﾞ (AI)ﾓｰﾄﾞ

* A I 0 3 *  

設定終了 

* + - *  
 

(01)19200550240064(10)5000(3303)060580(17)100126  
↓ 

出力 = (01)19200550240064(10)5000(3303)060580(17)100126<Enter> 
 
 

AI02 = 出力ﾓｰﾄﾞ ｾﾊﾟﾚｰﾀﾓｰﾄﾞ/ｾﾊﾟﾚｰﾀ ｶﾝﾏ(,)  
左から右、上段から下段へ順番にｽｷｬﾝし、設定を行ってください。ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ設定や読取ｺｰﾄﾞなど GS1 AI 編集機能

以外の設定は、別途行ってください。 
設定開始 

* . . *  

GS1 AI 編集機能 有り 

* A I 0 1 *  

出力ﾓｰﾄﾞ ｾﾊﾟﾚｰﾀﾓｰﾄﾞ

* A I 0 2 *  

ｾﾊﾟﾚｰﾀ ｶﾝﾏ(,) 

* A I 2 7 *  
設定終了 

* + - *  

   

 

(01)19200550240064(10)5000(3303)060580(17)100126  
↓ 

出力 = 0119200550240064,105000,3303060580,17100126<Enter> 
 
 

AI02 = 出力ﾓｰﾄﾞ ｾﾊﾟﾚｰﾀﾓｰﾄﾞ/ｾﾊﾟﾚｰﾀ TAB  
左から右、上段から下段へ順番にｽｷｬﾝし、設定を行ってください。ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ設定や読取ｺｰﾄﾞなど GS1 AI 編集機能

以外の設定は、別途行ってください。 
設定開始 

* . . *  

GS1 AI 編集機能 有り 

* A I 0 1 *  

出力ﾓｰﾄﾞ ｾﾊﾟﾚｰﾀﾓｰﾄﾞ

* A I 0 2 *  

ｾﾊﾟﾚｰﾀ TAB 

* A I 2 4 *  
設定終了 

* + - *  

   

 

(01)19200550240064(10)5000(3303)060580(17)100126  
↓ 

出力 = 0119200550240064<TAB>105000<TAB>3303060580<TAB>17100126<Enter> 
 

pg. 69 
Copyright © 2014 



diBar Watch Series 

 

AI02 = 出力ﾓｰﾄﾞ ｾﾊﾟﾚｰﾀﾓｰﾄﾞ/ｾﾊﾟﾚｰﾀ STX/ETX  
左から右、上段から下段へ順番にｽｷｬﾝし、設定を行ってください。ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ設定や読取ｺｰﾄﾞなど GS1 AI 編集機能

以外の設定は、別途行ってください。 
設定開始 

* . . *  

GS1 AI 編集機能 有り 

* A I 0 1 *  

出力ﾓｰﾄﾞ ｾﾊﾟﾚｰﾀﾓｰﾄﾞ

* A I 0 2 *  

ｾﾊﾟﾚｰﾀ STX/ETX 

* A I 2 5 *  
設定終了 

* + - *  

   

 

(01)19200550240064(10)5000(3303)060580(17)100126  
↓ 

出力 = <STX>0119200550240064<ETX><STX>105000<ETX><STX>3303060580<ETX><STX>17100126<ETX><Enter> 
 
 
AI02 = 出力ﾓｰﾄﾞ ｾﾊﾟﾚｰﾀﾓｰﾄﾞ/AI11 = 任意 AI ｾﾊﾟﾚｰﾀ(ﾍｯﾀﾞ#$, ﾌｯﾀ %&) 
AI 01/10/15/30/17 で構成される GS1 ｺｰﾄﾞを読み取り、それぞれの AI ﾃﾞｰﾀの前後に #$と %& を付加します。 
例えば、下記の GS1 ｺｰﾄﾞは、 
 

(01)97847973029746(10)4011(15)080925(30)5000(17)090811  
 

#$97847973029746%&#$4011%&#$080925%&#$5000%&#$090811%&<Enter> 
 
と出力されます。 
 
左から右、上段から下段へ順番にｽｷｬﾝし、設定を行ってください。ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ設定や読取ｺｰﾄﾞなど GS1 AI 編集機能

以外の設定は、別途行ってください。 
設定開始 

* . . *  

GS1 AI 編集機能 有り 

* A I 0 1 *  

出力ﾓｰﾄﾞ ｾﾊﾟﾚｰﾀﾓｰﾄﾞ

* A I 0 2 *  

AI ｾﾊﾟﾚｰﾀ 

* A I 1 1 *  
AI-01 

* 0 *  
* 1 *  

ﾍｯﾀﾞ 1 - # 

* 2 *  
* 3 *  

ﾍｯﾀﾞ 2 - $ 

* 2 *  
* 4 *  

ﾌｯﾀ 1 - % 

* 2 *  
* 5 *  

ﾌｯﾀ 2 - & 

* 2 *  
* 6 *  

確定 

* S E T *  

 

AI-10 

* 1 *  
* 0 *  

ﾍｯﾀﾞ 1 - # 

* 2 *  
* 3 *  

ﾍｯﾀﾞ 2 - $ 

* 2 *  
* 4 *  

ﾌｯﾀ 1 - % 

* 2 *  
* 5 *  

ﾌｯﾀ 2 - & 

* 2 *  
* 6 *  

確定 

* S E T *  
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AI-15 

* 1 *  
* 5 *  

ﾍｯﾀﾞ 1 - # 

* 2 *  
* 3 *  

ﾍｯﾀﾞ 2 - $ 

* 2 *  
* 4 *  

ﾌｯﾀ 1 - % 

* 2 *  
* 5 *  

ﾌｯﾀ 2 - & 

* 2 *  
* 6 *  

確定 

* S E T *  

 

AI-30 

* 3 *  
* 0 *  

ﾍｯﾀﾞ 1 - # 

* 2 *  
* 3 *  

ﾍｯﾀﾞ 2 - $ 

* 2 *  
* 4 *  

ﾌｯﾀ 1 - % 

* 2 *  
* 5 *  

ﾌｯﾀ 2 - & 

* 2 *  
* 6 *  

確定 

* S E T *  

 

AI-17 

* 1 *  
* 7 *  

ﾍｯﾀﾞ 1 - # 

* 2 *  
* 3 *  

ﾍｯﾀﾞ 2 - $ 

* 2 *  
* 4 *  

ﾌｯﾀ 1 - % 

* 2 *  
* 5 *  

ﾌｯﾀ 2 - & 

* 2 *  
* 6 *  

確定 

* S E T *  

 

設定終了 

* + - *  
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補足 A. ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｺｰﾄﾞ表  
 

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｺｰﾄﾞ表 1 
 0 1 2 3 4 5 6 7 
0  ﾃﾝｷｰ 5 SP 0 @ P ` p 
1 Insert F1 ! 1 A Q a q 
2 Delete F2 “ 2 B R b r 
3 Home F3 # 3 C S c s 
4 End F4 $ 4 D T d t 
5 ↑ F5 % 5 E U e u 

6 ↓ F6 & 6 F V f v 

7 ← F7 ‘ 7 G W g w 
8 Back Space F8 ( 8 H X h x 
9 HT/Tab F9 ) 9 I Y I y 
A ﾃﾝｷｰ Enter F10 * : J Z j z 

B → F11 + ; K [ k { 
C Page Up F12 , < L ¥ l | 
D Enter ESC - = M ] m } 
E Page Down 左 CTRL . > N ^ n ~ 

F Shift 右 ALT / ? O _ o  
 
✔ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ 1 を有りに設定した場合、01~1Fhex に対応する網掛け部分のﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰが送信されます。 

尚、この機能は、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ及び USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽでのみ使用可能です。 
 
 

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｺｰﾄﾞ表 2 
 0 1 2 3 4 5 6 7 
0  左 ALT ﾒｲｸ SP 0 @ P ` p 
1 Insert F1 ! 1 A Q a q 
2 Delete F2 “ 2 B R b r 
3 Home F3 # 3 C S c s 
4 End F4 $ 4 D T d t 
5 ↑ F5 % 5 E U e u 

6 ↓ F6 & 6 F V f v 

7 ← F7 ‘ 7 G W g w 
8 Back Space F8 ( 8 H X h x 
9 HT/Tab 左 ALT ﾌﾞﾚｲｸ ) 9 I Y I y 

A ﾃﾝｷｰ Enter 左 CTRL ﾒｲｸ * : J Z j z 

B → 左 CTRL ﾌﾞﾚｲｸ + ; K [ k { 

C Page Up 右 ALT , < L ¥ l | 

D Enter 左 ALT - = M ] m } 

E Page Down 右 CTRL . > N ^ n ~ 

F Shift 左 CTRL / ? O _ o  
 
✔ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰｴﾐｭﾚｰｼｮﾝ 2 を有りに設定した場合、01~1Fhex に対応する網掛け部分のﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰが送信されます。 

尚、この機能は、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ及び USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽでのみ使用可能です。 
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補足 B. ASCII ｺｰﾄﾞ表 
 

ASCII ｺｰﾄﾞ表 
 0 1 2 3 4 5 6 7 8 
0 NUL DLE SP 0 @ P ` p  
1 SOH DC1 ! 1 A Q a q  
2 STX DC2 “ 2 B R b r  
3 ETX DC3 # 3 C S c s  
4 EOT DC4 $ 4 D T d t  
5 ENQ NAK % 5 E U e u  
6 ACK SYN & 6 F V f v  
7 BEL ETB ‘ 7 G W g w  
8 BS CAN ( 8 H X h x  
9 HT EM ) 9 I Y I y  
A LF SUB * : J Z j z  
B VT ESC + ; K [ k {  
C FF FS , < L ¥ l |  
D CR GS - = M ] m }  
E SO RS . > N ^ n ~  
F SI US / ? O _ o DLE  
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補足 C. ﾌﾙｱｽｷｰﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 
 

NUL 

* % U *  

SOH/INSERT 

* $ A *  
STX/DELETE 

* $ B *  

ETX/HOME 

* $ C *  
EOT/END 

* $ D *  

ENQ/UP 

* $ E *  
ACK/DOWN 

* $ F *  

BEL/LEFT 

* $ G *  
BS/BACK SPACE 

* $ H *  

HT/TAB 

* $ I *  
LF/ENTER(NUM) 

* $ J *  

VT/RIGHT 

* $ K *  
FF/PgUp 

* $ L *  

CR/ENTER 

* $ M *  
SO/PgDn 

* $ N *  

SI/SHIFT 

* $ O *  
DLE/5(NUM) 

* $ P *  

DC1/F1 

* $ Q *  
DC2/F2 

* $ R *  

DC3/F3 

* $ S *  
DC4/F4 

* $ T *  

NAK/F5 

* $ U *  
SYN/F6 

* $ V *  

ETB/F7 

* $ W *  
CAN/F8 

* $ X *  

EM/F9 

* $ Y *  
SUB/F10 

* $ Z *  

ESC/F11 

* % A *  
FS/F12 

* % B *  

GS/ESC 

* % C *  
RS/CTRL(L) 

* % D *  

US/ALT(L) 

* % E *  
確定 

* S E T *  
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SPACE 

*  *  

! 

* / A *  
“ 

* / B *  

# 

* / C *  
$ 

* / D *  

% 

* / E *  
& 

* / F *  

‘ 

* / G *  
( 

* / H *  

) 

* / I *  
* 

* / J *  

+ 

* / K *  
, 

* / L *  

- 

* - *  
. 

* . *  

/ 

* / O *  
0 

* 0 *  

1 

* 1 *  
2 

* 2 *  

3 

* 3 *  
4 

* 4 *  

5 

* 5 *  
6 

* 6 *  

7 

* 7 *  
8 

* 8 *  

9 

* 9 *  
: 

* / Z *  

; 

* % F *  
< 

* % G *  

= 

* % H *  
> 

* % I *  

? 

* % J *  
@ 

* % V *  

A 

* A *  
確定 

* S E T *  
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B 

* B *  

C 

* C *  
D 

* D *  

E 

* E *  
F 

* F *  

G 

* G *  
H 

* H *  

I 

* I *  
J 

* J *  

K 

* K *  
L 

* L *  

M 

* M *  
N 

* N *  

O 

* O *  
P 

* P *  

Q 

* Q *  
R 

* R *  

S 

* S *  
T 

* T *  

U 

* U *  
V 

* V *  

W 

* W *  
X 

* X *  

Y 

* Y *  
Z 

* Z *  

[ 

* % K *  
¥ 

* % L *  

] 

* % M *  
^ 

* % N *  

_ 

* % O *  
` 

* % W *  

a 

* + A *  
b 

* + B *  

c 

* + C *  
確定 

* S E T *  
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d 

* + D *  

e 

* + E *  
f 

* + F *  

g 

* + G *  
h 

* + H *  

i 

* + I *  
j 

* + J *  

k 

* + K *  
l 

* + L *  

m 

* + M *  
n 

* + N *  

o 

* + O *  
p 

* + P *  

q 

* + Q *  
r 

* + R *  

s 

* + S *  
t 

* + T *  

u 

* + U *  
v 

* + V *  

w 

* + W *  
x 

* + X *  

y 

* + Y *  
z 

* + Z *  

{ 

* % P *  
| 

* % Q *  

} 

* % R *  
~ 

* % S *  

DEL 

* % T *  
確定 

* S E T *  
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補足 D. ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞは、各種ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞをｻﾎﾟｰﾄしています。ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞは、Bluetooth SPP 及び USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM(USB-COM)
ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ接続で使用可能です。 
 
 

補足 D.1. ｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝｺﾏﾝﾄﾞ 
下記のﾊﾟｹｯﾄﾌｫｰﾏｯﾄに従って、ｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝｺﾏﾝﾄﾞを送信することで、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞの設定を行うことがきます。 
 

ﾊﾟｹｯﾄﾌｫｰﾏｯﾄ 
ｺﾏﾝﾄﾞ ID(1 ﾊﾞｲﾄ) ｺﾏﾝﾄﾞ(4 ﾊﾞｲﾄ) 

AAhex ex) RC01 
 
ｺﾏﾝﾄﾞ(4 ﾊﾞｲﾄ)には、本書にあるｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ下に記載された 4 文字(下記の赤枠部分)の英数字が入ります。 
 

 
 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞは、ｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝｺﾏﾝﾄﾞを受信すると、ｺﾏﾝﾄﾞを正しく受信し、実行したことを示すため、ﾋﾞｰﾌﾟを鳴動

し、ACK(06hex)を返送します。実行できないｺﾏﾝﾄﾞを受信した場合、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞは何も応答しません。 
 
下記の例を示します。 
 

ﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞ(SM01)に設定する場合 
PC 送受信方向 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｽｷｬﾅ 

<0xAA>SM01 →  
 ← <0x06> 

 
ｵｰﾄｽｷｬﾝﾓｰﾄﾞ(SM02)に設定する場合 

PC 送受信方向 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｽｷｬﾅ 
<0xAA>SM02 →  

 ← <0x06> 
 

ｵｰﾄｽｷｬﾝﾓｰﾄﾞ(SM02)に設定する場合 
PC 送受信方向 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｽｷｬﾅ 

<ESC>LA100<CR> →  
 ← 応答なし 

(先にLA199 ｺﾏﾝﾄﾞが実行され

ている必要があります) 
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補足 D.2. ﾄﾘｶﾞｺﾏﾝﾄﾞ 
 

ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ 名称/説明 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ応答例 

<ESC>A0<CR> 
ﾚﾍﾞﾙﾄﾘｶﾞｺﾏﾝﾄﾞ 
ﾄﾘｶﾞｵﾌｺﾏﾝﾄﾞで読取ﾌｪｰｽﾞを終了します。 

<ACK> 

<ESC>A1<CR> 
ﾄﾘｶﾞｵﾌｺﾏﾝﾄﾞ 
読取ﾌｪｰｽﾞを終了します。 

<ACK> 

<ESC>A0.mm<CR> 
mm = 01~60 
設定単位 = 秒 

ｽｷｬﾝﾜﾝｽ(ﾀｲﾑｱｳﾄ付) 
指定された時間が経過するか、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読み取りに成功する

と、読取ﾌｪｰｽﾞを終了します。ﾄﾘｶﾞｵﾌｺﾏﾝﾄﾞは必要ありません。 
<ACK> 

<ESC>A2<CR> 
 

ｽｷｬﾝﾜﾝｽ 
ﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞと同じで、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読み取りに成功すると、読取ﾌ

ｪｰｽﾞを終了します。 
<ACK> 

<ESC>A2.mm<CR> 
mm = 01~60 
設定単位 秒 

ｴｯｼﾞﾄﾘｶﾞｺﾏﾝﾄﾞ(ﾀｲﾑｱｳﾄ付) 
指定された時間が経過すると、読取ﾌｪｰｽﾞを終了します。ﾄﾘｶﾞ

ｵﾌｺﾏﾝﾄﾞは必要ありません。 
<ACK> 

✔ <ESC>=1Bhex, <CR>=0Dhex, <ACK>=06hex を意味します。 
 
 

補足 D.3. ﾌﾞｻﾞｰｺﾏﾝﾄﾞ 
 

ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ 名称/説明 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ応答例 

<ESC>B0mm<CR> 
mm = 00~99 

設定単位 100 ﾐﾘ秒 

低音ﾌﾞｻﾞｰ鳴動ｺﾏﾝﾄﾞ 
指定された時間、低音ﾌﾞｻﾞｰを鳴動します。 

00 = ﾌﾞｻﾞｰ停止 
99 = ﾌﾞｻﾞｰ停止(00)受信まで低音ﾌﾞｻﾞｰを鳴動 

<ACK> 

<ESC>B1mm<CR> 
mm = 00~99 

設定単位 100 ﾐﾘ秒 

中音ﾌﾞｻﾞｰ鳴動ｺﾏﾝﾄﾞ 
指定された時間、中音ﾌﾞｻﾞｰを鳴動します。 

00 = ﾌﾞｻﾞｰ停止 
99 = ﾌﾞｻﾞｰ停止(00)受信まで中音ﾌﾞｻﾞｰを鳴動 

<ACK> 

<ESC>B2mm<CR> 
mm = 00~99 

設定単位 100 ﾐﾘ秒 

高音ﾌﾞｻﾞｰ鳴動ｺﾏﾝﾄﾞ 
指定された時間、高音ﾌﾞｻﾞｰを鳴動します。 

00 = ﾌﾞｻﾞｰ停止 
99 = ﾌﾞｻﾞｰ停止(00)受信まで高音ﾌﾞｻﾞｰを鳴動 

<ACK> 

✔ <ESC>=1Bhex, <CR>=0Dhex, <ACK>=06hex を意味します。 
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補足 D.4 . LED ｺﾏﾝﾄﾞ 
 

ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ 名称/説明 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ応答例 
<ESC>Lx0mm<CR> 
x = A,B,C,D 
A : 赤 LED 
B : 緑 LED 
C : 橙 LED 
D : 青 LED 

 
mm = 00~99 

設定単位 100 ﾐﾘ秒 

LED 点灯ｺﾏﾝﾄﾞ 
指定された時間、LED を点灯します。 

00 = LED 消灯停止 
99 = LED 消灯(00)受信まで LED を点灯 

<ACK> 

<ESC>Lx1mm<CR> 
x = A,B,C,D 
A : 赤 LED 
B : 緑 LED 
C : 橙 LED 
D : 青 LED 
mm = 00~99 

設定単位 10 ﾐﾘ秒 

LED 点滅ｺﾏﾝﾄﾞ 
指定された間隔で LED を点滅させ、LED 消灯(00)受信で消

灯します。 
00 = LED 消灯停止 

<ACK> 

<ESC>LRST<CR> 
 

LED ﾘｾｯﾄｺﾏﾝﾄﾞ 
LED ｽﾃｰﾀｽをﾘｾｯﾄします。必ず、Lxx99→Lxx00→LRST の順

で送信します。 
<ACK> 

✔ <ESC>=1Bhex, <CR>=0Dhex, <ACK>=06hex を意味します。 
 
 

補足 D.5 . ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝｺﾏﾝﾄﾞ 
 

ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ 名称/説明 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ応答例 

<ESC>V0mm<CR> 
mm = 00~99 

設定単位 100 ﾐﾘ秒 

LED 点灯ｺﾏﾝﾄﾞ 
指定された時間、ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝを動作させます。 

00 = ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ停止 
99 = ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ停止(00)受信までﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝを動作 

<ACK> 

✔ <ESC>=1Bhex, <CR>=0Dhex, <ACK>=06hex を意味します。 
 
 

補足 D.6 . その他のｺﾏﾝﾄﾞ 
 

ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ 名称/説明 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ応答例 

<ESC>M<CR> 
ﾓﾃﾞﾙ番号要求ｺﾏﾝﾄﾞ 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞは、このｺﾏﾝﾄﾞを受信すると、<ACK>と自信のﾓﾃﾞ

ﾙ番号を<CR>を付加して返送します。 
<ACK>AID-3000<CR> 

<ESC>Nxx<CR> 

ﾆｯｸﾈｰﾑ設定ｺﾏﾝﾄﾞ 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞのﾆｯｸﾈｰﾑを設定します。xx には、1 桁~10 桁の

文字列が指定可能です。設定されたﾆｯｸﾈｰﾑは、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ

のﾌﾗｯｼｭ ROM に保存されるため、電源をｵﾌにしても消えるこ

とはありません。 

<ACK> 

<ESC>S<CR> 
ﾆｯｸﾈｰﾑ要求ｺﾏﾝﾄﾞ 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞは、このｺﾏﾝﾄﾞを受信すると、<ACK>と自信のﾆｯ

ｸﾈｰﾑを<CR>を付加して返送します。 
<ACK>WELCOM01<CR> 

✔ <ESC>=1Bhex, <CR>=0Dhex, <ACK>=06hex を意味します。 
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補足 E. ｻﾝﾌﾟﾙﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
 
 

ｺｰﾄﾞ 39 

* C O D E  3 O F 9 *  
 
 
 

JAN-13 

3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 0  
 
 
 

ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5(ITF) 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0  
 
 
 

ｺｰﾄﾞ 128 

C o d e  1 2 8  B a r c o d e  
 
 
 
 

GS1-128 

(01)97847973029746(10)4000(15)080918  
 
 
 

GS1 Databar ｴｸｽﾊﾟﾝﾃﾞｯﾄﾞ 

(01)97847973029746(10)4000(15)080918 
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修理依頼書 
 
修理を依頼される場合は、下記の用紙に必要事項を記入し、修理品と一緒に販売店へご返送ください。尚、修理は

全てｾﾝﾄﾞﾊﾞｯｸ方式で行います。現地での出張修理などは一切行いません。 
 

修理依頼書 

依頼日  

会社名  

部署名  

担当者  

メールアドレス  

電話番号  ＦＡＸ番号  

ご住所 

 

 

 

販売店名  ご購入日  

製品型番 (名称)  

製造番号 (S/N)  

付属品 ケーブル[                  ]･ＡＣアダプタ 

トラブルの症状を詳しく記入してください。 

また、症状を確認するために必要なバーコードラベルや磁気カード等があれば、修理品に添付してお送り

ください。 

 

 

 

 

 

症状発生頻度 ： □ 常に起こる □ 1日に [    ]回程度 

インターフェイス ： □ キーボード □ RS232C □ USB 

  □ その他 [                                  ] 

接続ホスト ： メーカー [                                  ] 

   型番 [                                  ] 

その他、使用状況を記入ください。 

 

 

 

 

 

 

返送先 

 

 

 

 

 

見積・請求先 

 

 

 

 

 

スポットサービス時は、修理見積後に修理をキャンセルされた場合に限り、見積料として弊社

所定の料金を申し受けます。ご了承いただける場合は、押印の上、修理品に添付してご返送く

ださい。 

ご確認印 
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